
家庭礼拝ガイド 365 日－５月 

日付 聖書箇所 中心聖句 テーマ

5/1 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:7 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:7 御名をみだりに唱えてはならない 

5/2 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:8～11 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:8 安息日は聖なる日 

5/3 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:12 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:12 父と母を敬え 

5/4 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:13 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:13 殺してはならない 

5/5 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:14 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:14 姦淫してはならない 

5/6 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:15 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:15 盗んではならない 

5/7 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:16 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:16 偽ってはならない 

5/8 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:17 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:17 貪ってはならない 

5/9 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 35:21 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 35:21 感動した者 

5/10 ﾚﾋﾞ 6:8～13 ﾚﾋﾞ 6:13 火を消してはならない

5/11 ﾚﾋﾞ 19:2 ﾚﾋﾞ 19:2 聖なる者とならなければ 

5/12 民数記 13:17～14:9 民数記 14:9 カナンの偵察

5/13 民数記 20:1～13 民数記 20:13 メリバの水

5/14 民数記 21 章 民数記 21:8 青銅の蛇 

5/15 申命記 6:1～9 申命記 6:5 聞きなさい 

5/16 ﾖｼｭｱ 1 章 ﾖｼｭｱ 1:9 雄々しくあれ、強くあれ 

5/17 ﾖｼｭｱ 3 章 ﾖｼｭｱ 3:13 ヨルダン川を渡る

5/18 ﾖｼｭｱ 5:13～6:20 ﾖｼｭｱ 5:15 エリコ

5/19 ﾖｼｭｱ 24:11～28 ﾖｼｭｱ 24:15 信仰の確認 

5/20 士師記 6 章 士師記 6:14 ギデオンの召命 

5/21 士師記 7 章 士師記 7:18 300 人の勇士と勝利 

5/22 ﾙﾂ 1:15～22 ﾙﾂ 1:16 ナオミとルツ

5/23 Ⅰｻﾑｴﾙ 1:1～20 Ⅰｻﾑｴﾙ 1:11 サムエルの母ハンナ

5/24 Ⅰｻﾑｴﾙ 3:1～21 Ⅰｻﾑｴﾙ 3:10 サムエルの祈り

5/25 Ⅰｻﾑｴﾙ 16:1～13 Ⅰｻﾑｴﾙ 16:7 主は心を見る 

5/26 Ⅰｻﾑｴﾙ 17 章 Ⅰｻﾑｴﾙ 17:47 ダビデとゴリアテ 

5/27 Ⅰｻﾑｴﾙ 18:1～5 Ⅰｻﾑｴﾙ 18:3 愛は人を輝かせる

5/28 Ⅰｻﾑｴﾙ 24:1～22 Ⅰｻﾑｴﾙ 24:15 ダビデとサウル王 

5/29 Ⅰ列王記 3:3～15 Ⅰ列王記 3:12 ソロモンの願い

5/30 Ⅰ列王記 17:1～16 Ⅰ列王記 17:16 預言者エリヤ 

5/31 Ⅰ列王記 19:1～8 Ⅰ列王記 19:8 主の使いのパンと水 



５月１日     テーマ：「御名
み な

をみだりに唱
とな

えてはならない」 

聖書個所：出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

７節
せつ

 
◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

神
かみ

さまのご性
せい

質
しつ

を表
あらわ

すには、いろいろな言
こと

葉
ば

があることを知
し

っていますか。いっぱいある中
なか

で、

３つの言葉
こ と ば

について学
まな

んでみましょう。 

第
だい

一
いち

に、神
かみ

さまは「すべてのものを造
つく

られた神
かみ

さま」と呼
よ

ばれています。神
かみ

さまはこの世
せ

界
かい

にあ

るすべてのものをお造
つく

りになったのです。ただ造
つく

っただけでなく、すべてのものを守
まも

ってくださっ

ています。神
かみ

さまはすごいですね。 

第
だい

二
に

に、「聖
せい

なる神
かみ

さま」と呼
よ

ばれています。神
かみ

さまはきよい、正
ただ

しいお方
かた

だということです。神
かみ

さまはうそをつくこと、いじわるをすること、

おともだちのものを盗
ぬす

むことなど、悪
わる

いことを

することが嫌
きら

いです。むしろ、おともだちに優
やさ

しくすること、お父
とう

さんやお母
かあ

さんの言
い

うこと

をよく聞
き

くこと、イエスさまのことをよく学
まな

ん

で、イエスさまのようになることを神
かみ

さまは喜
よろこ

んでくださいます。聖
せい

なる神
かみ

さまは私
わたし

たちが正
ただ

しく歩
あゆ

むかどうか、いつも見
み

ておられるのです。 

第
だい

三
さん

に、「愛
あい

の神
かみ

さま」と呼
よ

ばれています。神
かみ

さまが私
わたし

たちに「あなたのことが大
だい

好
す

きだよ、愛
あい

しているよ」と言
い

ってくださっています。ただ言
い

うだけでなく、私
わたし

たちの心
こころ

の中
なか

にある汚
きたな

い罪
つみ

をきれいに洗
あら

い流
なが

すために、神
かみ

さまのひとり子
こ

のイ

エスさまを私
わたし

たちのために与
あた

えてくださったのです。イエスさまは私
わたし

たちのために十
じゅう

字
じ

架
か

にかか

り、私
わたし

たちが受
う

けるべき罰
ばつ

を私
わたし

たちの代
か

わりに受
う

けてくださったのです。私
わたし

たちがイエスさまを

心
こころ

の中
なか

に迎
むか

え入
い

れるとき、神
かみ

さまは私
わたし

たちの汚
きたな

い罪
つみ

をきれいに洗
あら

い流
なが

してくださいます。 

神
かみ

さまはすばらしいお方
かた

です。そんな神
かみ

さまのことを軽々
かるがる

しく口
くち

にしないように。「神
かみ

さま」と口
くち

に出
だ

して言
い

うとき、「すべてのものを造
つく

られた神
かみ

さま」、「聖
せい

なる神
かみ

さま」、「愛
あい

の神
かみ

さま」という名前
な ま え

で呼
よ

ばれるすばらしい神
かみ

さまであることを覚
おぼ

えましょう。おともだちにも神
かみ

さまがすばらしいお方
かた

であることを伝
つた

えましょう。 
 
◆お祈り 

「神
かみ

さま、私
わたし

たちの口
くち

から出
で

る言
こと

葉
ば

を守
まも

ってください。神
かみ

さまの名
な

を呼
よ

ぶとき、神
かみ

さまのすば

らしさを思
おも

い出
だ

し、神
かみ

さまに感謝
かんしゃ

する心
こころ

を与
あた

えてください。」 
                       （内郷キリスト福音教会牧師 笠川徹三） 

“あなたは、あなたの神
かみ

、主
しゅ

の御
み

名
な

を、みだりに唱
とな

えてはならない。主
しゅ

は、御
み

名
な

をみだりに

唱
とな

える者
もの

を、罰
ばっ

せずにはおかない。” 出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

７節
せつ

 



５月２日     テーマ：「安息
あんそく

日
にち

は聖
せい

なる日
ひ

」 

聖書個所：出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

８節
せつ

～１１節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

 このみことばは、神
かみ

さまを信
しん

じて生
い

きる私
わたし

たちにとって、

とても大切
たいせつ

なことを教
おし

えています。 

それは、「安息
あんそく

日
にち

」つまり「礼拝
れいはい

の日
ひ

」を、「聖
せい

なる日
ひ

」＝「特別
とくべつ

に大切
たいせつ

な日
ひ

」とすることです。 

私
わたし

たちが忙
いそが

しい毎日
まいにち

の中
なか

で神
かみ

さまを忘
わす

れてしまわないた

めに、神
かみ

さまが用意
よ う い

してくださった特別
とくべつ

な日
ひ

だからです。 

どのくらい大切
たいせつ

でしょうか？それはイエスさまが、安息
あんそく

日
にち

をいつも大切
たいせつ

にされたことから分
わ

かり

ます。「（イエスは）いつものとおり安息
あんそく

日
にち

に会堂
かいどう

にはいり、朗読
ろうどく

しようとして立
た

たれた。」 

（ルカ 4：16） 

そして、イエスさまが十字架
じゅうじか

にかかられる前
まえ

の一週間
いっしゅうかん

を見ると分
わ

かります。最後
さ い ご

の安息
あんそく

日
にち

につ

いて聖書
せいしょ

を調
しら

べてみると、マタイの福音書
ふくいんしょ

には何
なに

も書
か

かれていません。マルコにも、ルカにも、ヨ

ハネにも。実
じつ

は何
なに

もないのです。きっと、いつものとおり会堂
かいどう

で礼拝
れいはい

をしていたからです。あと

一週間
いっしゅうかん

しか時間
じ か ん

がないのに、イエスさまは安息
あんそく

日
にち

を守
まも

られたのです。 

何
なに

かしようと思
おも

えば出来
で き

たはず。でも、イエスさまは丸
まる

一
いち

日
にち

休
やす

んで礼拝
れいはい

されたのです。イエスさ

まは、礼拝
れいはい

が何
なに

よりも大切
たいせつ

だと考
かんが

えておられたということです。きっと礼拝
れいはい

で神
かみ

さまからの特別
とくべつ

な

力
ちから

をいただいていたのです。 

イエスさまが、忙
いそが

しいお働
ばたら

きの中でも、最後
さ い ご

の一週間
いっしゅうかん

で

も、静
しず

かに礼拝
れいはい

する時間
じ か ん

を大切
たいせつ

にされたのなら、私
わたし

たちに

はもっと必要
ひつよう

だと思
おも

いませんか？ 

 私
わたし

たちも礼拝
れいはい

の日
ひ

を大切
たいせつ

にしましょう。（もしどうしても、

朝
あさ

の礼拝
れいはい

や教会
きょうかい

学校
がっこう

に出
で

られない時
とき

は、牧師
ぼ く し

先生
せんせい

に相談
そうだん

し

てみてくださいね。） 

 

◆お祈り 

「神
かみ

さま、私
わたし

もイエスさまのように礼拝
れいはい

の日
ひ

を大切
たいせつ

にします。助
たす

けてください。」 

                        （いわきキリスト教会牧師 増井 恵） 

安
あん

息
そく

日
にち

を覚
おぼ

えて、これを聖
せい

なる日
ひ

とせよ。       出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

８節
せつ

 



５月３日     テーマ：「父
ちち

と母
はは

を敬
うやま

え」 

聖書個所：出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

１２節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 
 

◆メッセージ 

 神
かみ

さまは、十戒
じっかい

の５つ目
め

に「あなたの父
ちち

と母
はは

を敬
うやま

え」

と言
い

われました。 

 わたしたちがこの世
よ

に生
う

まれてきたのは、お父
とう

さんと

お母
かあ

さんがいたからです。神
かみ

さまは、お父
とう

さんとお母
かあ

さ

んを用
もち

いて、わたしたちをこの世
よ

に生
う

まれさせ、育
そだ

てる

ようにさせました。わたしたちは、お父
とう

さんとお母さんを自分
じぶん

で選
えら

ぶことはできません。お父
とう

さん

とお母
かあ

さんは、神
かみ

さまから与
あた

えられた大切
たいせつ

なプレゼントです。お父
とう

さんとお母
かあ

さんには、わたし

たちを守
まも

り、助
たす

け、大
たい

切
せつ

に育
そだ

てる責
せき

任
にん

があります。 

 「 敬
うやま

う」には、二
ふた

つの意味
い み

があります。 

 一
ひと

つ目
め

は「 従
したが

う」ということです。わたしたちは、お父
とう

さんやお母
かあ

さんの言
い

うことに「はい」

と 従
したが

うことが大切
たいせつ

です。 

 二
ふた

つ目
め

は、「尊敬
そんけい

する」ということです。お父
とう

さんとお母
かあ

さんは、愛
あい

をもって 私
わたし

たちのことを産
う

み育
そだ

ててくれています。また、神
かみ

さまがわたしたちに与
あた

えてくださった大切
たいせつ

な人
ひと

たちです。その

お父
とう

さんとお母
かあ

さんを、とても大切
たいせつ

な人
ひと

として尊敬
そんけい

することが教
おし

えられています。

「ありがとうございます」と、感謝
かんしゃ

の気
き

持
も

ちをあらわしましょう。 

 なぜ、わたしたちはこのことをしなければならないのでしょうか。聖
せい

書
しょ

に

は、「これは正
ただ

しいことだからです」(エペソ 6:1)。また、「それは主
しゅ

に 喜
よろこ

ば

れることだからです」(コロサイ 3:20)。とあります。正
ただ

しく、神
かみ

さまが 喜
よろこ

ばれることを、わたしたちは 喜
よろこ

んでしたいと思
おも

います。 

また、わたしたちがお父
とう

さんやお母
かあ

さんを 敬
うやま

うことを学
まな

んでいくとき、天
てん

の父
ちち

で

ある神
かみ

さまを 敬
うやま

うことをまた教
おし

えていただくことになるのではないでしょうか。 

そして、神
かみ

さまは父
ちち

と母
はは

を 敬
うやま

う人
ひと

に、祝 福
しゅくふく

の約束
やくそく

を与
あた

えてくださいました。それは、長
なが

生
い

きを

するということです。神
かみ

さまが教
おし

えておられることをおこなう人
ひと

を、神
かみ

さまは 喜
よろこ

んで、 祝
しゅく

福
ふく

し

てくださいます。 
 

◆お祈り 

「お父
とう

さんとお母
かあ

さんに 従
したが

い、尊
そん

敬
けい

するものとしてください。」 

                    （下北沢聖書教会羽村会堂伝道師 井原 幸） 

あなたの父
ちち

と母
はは

を敬
うやま

え。あなたの神
かみ

、主
しゅ

が与
あた

えようとしておられる地
ち

で、あなたの齢
よわい

が

長
なが

くなるためである。     出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

１２節
せつ

 



５月４日     テーマ：「殺
ころ

してはならない」 

聖書個所：出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

１３節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 
 

◆メッセージ 

小
ちい

さな子
こ

でも他
ほか

の人
ひと

のいのちを取
と

ってしまうことは、ぜったいだめだと

知
し

っていますね。 

でも、なぜ人
ひと

を殺
ころ

してはいけないと、神
かみ

さまがあなたに命令
めいれい

するのでしょ

う。それはね、神
かみ

さまがあなただけでなくみんなをとても愛
あい

しているから

です。もしあなたが、一生懸命
いっしょうけんめい

、作
つく

った物
もの

をだれかにこわされたら悲
かな

しい

よね。神
かみ

さまだってとっても大事
だ い じ

につくったわたしたちが、こわれていなくなっちゃったら、とて

も悲
かな

しまれています。だから、どんなに悪
わる

い人
ひと

だって死
し

んじゃってもいいなんて、神
かみ

さまはぜった

いに思
おも

われません。それに神
かみ

さまは、他
ほか

の人
ひと

のいのちだけでなく自分
じ ぶ ん

のいのちだって殺
ころ

してはいけ

ないよ、と思
おも

っていらっしゃいます。時々
ときどき

、いじめられたり、つらくなって自殺
じ さ つ

してしまう子
こ

ども

がいるけど、そんな事
こと

をしたら神
かみ

さまは、とても悲
かな

しまれています。だからあなたも、他
ほか

の人
ひと

のい

のちも自分
じ ぶ ん

のいのちも、大切
たいせつ

にしなくちゃいけないよ！ 

きっとあなたは、「人
ひと

を殺
ころ

すなんて、絶対
ぜったい

しない」と思
おも

っているだろうけど、イエスさまがこん

な話
はなし

をされたのを知
し

っているかなあ。自分
じ ぶ ん

の兄弟
きょうだい

に向
むか

って腹
はら

を立
た

てて「ばか」と言
い

ったりするの

も、殺
ころ

すのと同
おな

じだよと、イエスさまが言
い

われました（マタイ５：２１～２２）。びっくりだよね！ 

頭
あたま

にきて、お家
うち

の人
ひと

や兄弟
きょうだい

、お友達
ともだち

にひどい事
こと

を言
い

ってしまうと、それはその人
ひと

のことを「殺
ころ

し

てしまう」のと同
おな

じぐらい、ひどい事
こと

ということです。ある 小
しょう

学校
がっこう

１年
ねん

の女
おんな

の子
こ

が、大
おお

きなお兄
にい

ちゃんたちが楽
たの

しそうに「地獄
じ ご く

におちろ」と言
い

っているのを聞
き

いていました。その女
おんな

の子
こ

は、教会学校
きょうかいがっこう

の先生
せんせい

に「お前
まえ

なんか死
し

んでしまえ、地獄
じ ご く

におちろ」と言
い

ってしまいました。その子は

「地獄
じ ご く

におちろ」という言葉
こ と ば

がひどい言葉
こ と ば

だと知
し

らないで使
つか

ってしまい

ましたが、もし知
し

っていてその言葉
こ と ば

を使
つか

ったら「殺人
さつじん

」をするのと同
おな

じぐらい、いけない事
こと

です。

他
ほか

の人
ひと

が使
つか

っているから、と使
つか

ってしまっていることはないかな。これからは、もしあなたが頭
あたま

に

きて、誰
だれ

かにひどいことばを使
つか

いたくなったら「殺
ころ

してはならない」という神
かみ

さまの命令
めいれい

を思
おも

い出
だ

しましょう。 
 

◆お祈り 

「これからは、自分
じ ぶ ん

のいのちも他
ほか

の人
ひと

のいのちも大切
たいせつ

にします。頭
あたま

にきてもひどい言葉
こ と ば

を使
つか

わ

ないように助
たす

けてください。」 

                       （日立福音キリスト教会牧師 郷津 裕） 

殺
ころ

してはならない。               出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

１３節
せつ

 



５月５日     テーマ：「姦淫
かんいん

してはならない」 

聖書個所：出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

１４節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

  学校
がっこう

に行
い

く道
みち

、帰
かえ

る道
みち

を歩
ある

く時
とき

、どんなことに気
き

をつけていますか。横断
おうだん

歩道
ほ ど う

を渡
わた

る時
とき

に、

信号
しんごう

が青
あお

であっても車
くるま

が止
と

まっているかを確
たし

かめることが大切
たいせつ

です。また、赤信号
あかしんごう

の時
とき

は渡
わた

って

はいけないという交通
こうつう

ルール（きまり）がありますね。もし、信号
しんごう

が全部
ぜ ん ぶ

なくなり、交通
こうつう

ルールが

なくなったとしたら自由
じ ゆ う

に歩
ある

くことができるでしょうか。いいえ、安心
あんしん

して歩
ある

く事
こと

ができなくなっ

てしまいます。学校
がっこう

のルールがどうしてあるのでしょう。家族
か ぞ く

のルール

にはどんなものがありますか。考
かんが

えてみましょう。 

神
かみ

さまはイスラエルの人
ひと

たちが、しあわせに生
い

きるために、とて

も大切
たいせつ

な「してはいけない」十のルール（きまり）を教
おし

えて下
くだ

さい

ました。その中
なか

の７番目
ば ん め

のルール（きまり）が、「姦淫
かんいん

してはなら

ない」ということでした。 

このルールは、神
かみ

さまが世界中
せかいじゅう

の人々
ひとびと

に教
おし

えてくださったルールなの

です。このルールは、 私
わたくし

たち家族
か ぞ く

のみんながお互
たが

いを大切
たいせつ

に思
おも

いやり、安心
あんしん

して生活
せいかつ

するために

必要
ひつよう

なことなのです。 

たとえば、お父
とう

さんが他
ほか

の女
おんな

の人
ひと

と隠
かく

れて交
こう

際
さい

し、お母
かあ

さんが他
ほか

の男
おとこ

の人
ひと

と隠
かく

れて交
こう

際
さい

しては

いけないということなのです。それは、お互
たが

いを裏切
う ら ぎ

ることになります。もし、このルールがなく

なると、どうなるでしょう。お父
とう

さんとお母
かあ

さんの仲
なか

が悪
わる

くなり、こどもた

ちは両親
りょうしん

を信頼
しんらい

できなくなり、不安
ふ あ ん

でいっぱいの家族
か ぞ く

や社会
しゃかい

になるのです。

神
かみ

さまは、家族
か ぞ く

を大切
たいせつ

にし、人
ひと

と人
ひと

がなかよく正
ただ

しい関係
かんけい

であるように、こ

のルールを教
おし

えてくださったのです。 

 

◆お祈り 

「家族
か ぞ く

のルールが守
まも

られて、神
かみ

さまに喜
よろこ

ばれる家族
か ぞ く

・社会
しゃかい

になりますように。」 

                           （港南福音教会牧師 鴇田典子） 

姦淫
かんいん

してはならない。               出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

１４節
せつ

 



つみ 

５月６日     テーマ：「盗
ぬす

んではならない」 

聖書個所：出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

１５節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

ある時
とき

、コンビニに行
い

くと３人の小
ちぃ

さな子
こ

がお店
みせ

の棚
たな

からお菓子
か し

を取
と

って、ポケットに入れてい

るのを見
み

ました。それで「お店
みせ

の物
もの

を取
と

るのはどろうぼうよ。やめなさい。」と話
はな

しかけると、３

人はお店
みせ

を出
で

ていきました。ところが、すぐに３人
にん

はもどって来
き

て、同
おな

じ事
こと

をしようとするので「や

めないなら、お店
みせ

の人に言
い

いますよ」と言
い

うと、逃
に

げていきました。この３人
にん

は「神
かみ

さまが盗
ぬ

んで

はならない」と、おっしゃっている事
こと

を知
し

らないので、そんなことをしてしまったのでしょう。と

ころが、ある日
ひ

、教会学校
きょうかいがっこう

の献金
けんきん

の時間
じ か ん

に献金
けんきん

をするふりをして献金
けんきん

かごからお金
かね

を盗
ぬす

んでいる女
おんな

の子
こ

を見
み

ました。その子
こ

はお姉
ねえ

ちゃんのほうを見
み

てニヤッと笑
わら

うと

お姉
ねえ

ちゃんも同
おな

じ事
こと

をして二人
ふ た り

でニヤッと笑
わら

いました。誰
だれ

にも見
み

つからないでうまく

やった、と二人
ふ た り

は思
おも

ったのでしょう。だれにも見
み

つからないと思
おも

っ

ていても、神
かみ

さまはごぞんじですよ。神
かみ

さまは本当
ほんとう

にがっかりして

しまいます。だってわたしたちが幸
しあわ

せになるために「盗
ぬ

んではい

けないよ」とおっしゃったのです。 

もちろん、あなたは、他
ほか

の人
ひと

の物
もの

を取
と

ったりした事
こと

はないでしょ

う。でもお家
うち

にあるものだったら、だまってもらっても「どろぼう」

じゃない、と思
おも

っていませんか。またお友
とも

だちがかしてくれたもの

を、ずっと返
かえ

さないでいるという事
こと

はないでしょうか。だれにも

迷惑
めいわく

をかけていないからいいんだと思
おも

うかもしれませんが、自分
じ ぶ ん

の物
もの

でないものをとるのは、やは

り「盗
ぬす

み」です。もし今
いま

、神
かみ

さまに「ごめんなさい」と言
い

わなくちゃいけないと思
おも

ったら、すぐに

神
かみ

さまにお祈
いの

りしましょう。そしてもし、お友
とも

だちが他
ほか

の人
ひと

のものをとっちゃおうと言
い

ったら勇気
ゆ う き

を出
だ

して「そんな事
こと

はできないよ。神
かみ

さまが盗
ぬす

んではいけませんと言
い

っているからね」と言
い

いまし

ょう。 

 

◆お祈り 

「他
ほか

の人
ひと

の物
もの

を取
と

る事
こと

が、とっても悪
わる

い事
こと

だとわかりました。けっしてそんな事
こと

をしないように

守
まも

ってください。」 

                      （日立福音キリスト教会伝道師 郷津正子） 

盗
ぬす

んではならない。                出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

１５節
せつ

 



５月７日     テーマ：「偽
いつわ

ってはならない」 

聖書個所：出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

１６節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

私
わたし

たちはどんな時
とき

にうそを言
い

ってしまうのでしょうか？これまで自分
じ ぶ ん

は嘘
うそ

をついたことはない

と言
い

う人
ひと

はいないはずです。みんな、うそをついてしまうのです。うそは、本当
ほんとう

のことを隠
かく

して、

本
ほん

当
とう

ではない事
こと

を、本
ほん

当
とう

だと言
い

ってしまう事
こと

です。 

では、どんな時
とき

にうそをついてしいますか。本当
ほんとう

のことを言
い

えないと思
おも

った時
とき

。本当
ほんとう

のことは言
い

えないけど自
じ

分
ぶん

の事
こと

を守
まも

りたい時
とき

。自
じ

分
ぶん

を大
おお

きく見
み

せたい時
とき

。私
わたし

たちはうそをついてしまいます。

私
わたし

たちは、本当
ほんとう

の自分
じ ぶ ん

を出
だ

せない、見
み

せられないと思
おも

う時
とき

にうそをついてしまうのです。 

神
かみ

さまは言
い

いました。「わたしがあなたを救
すく

った神
かみ

さまだから、『うそをついてはいけない』とい

う命令
めいれい

を守
まも

りなさい」と。同
おな

じ出
しゅつ

エジプト記
き

で神
かみ

さまは、うそを

ついて、本
ほん

当
とう

は悪
わる

い事
こと

をしていない人
ひと

のことを悪者
わるもの

にしてはいけ

ないと教
おし

えられました。私
わたし

たちがうそをつく時
とき

に、誰
だれ

かを傷
きず

つけ

てしまうのです。 

一
いち

番
ばん

いけないうそは、神
かみ

さまの前
まえ

で本
ほん

当
とう

の自
じ

分
ぶん

を隠
かく

してしまう

事
こと

です。神
かみ

さまは何
なん

でも知
し

っているのに、その神
かみ

さまから自
じ

分
ぶん

を隠
かく

そうとしてしまうことはありませんか。その事
こと

を神
かみ

さまは悲
かな

しま

れます。 

神
かみ

さまは、うそをつかない生
い

き方
かた

もあるのだと、私
わたし

たちを招
まね

いてくださっているのです。互
たが

い

にうそをつかない。人
ひと

を傷
きず

つけない生
い

き方
かた

があると教
おし

えてくださっています。 

自分
じ ぶ ん

がうそをつかないように。友
とも

だちがうそをつかないでも生
い

きられる世界
せ か い

を造
つく

るために、神
かみ

さ

まは私
わたし

たちに救
すく

いを与
あた

えてくださったのです。うそをつかないで生
い

きられたイエスさまのように

なれるように。私
わたし

たちの周
まわ

りの人
ひと

も、そのように生
い

きられるようにお祈
いの

りしていきましょう。 

 

◆お祈り 

「今日
き ょ う

も一日
いちにち

、神様
かみさま

の前
まえ

から隠
かく

れる事
こと

がないように、神
かみ

さまを喜
よろこ

び、信頼
しんらい

して生
い

きられますよ

うに。」 

                         （世田谷中央教会伝道師 安藤友祥） 

あなたの隣
となり

人
びと

に対
たい

し、偽
いつわ

りの証
しょう

言
げん

をしてはならない。                               

出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

１６節
せつ

 



５月８日     テーマ：「貪
むさぼ

ってはならない」 

聖書個所：出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

１７節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

私
わたし

たち人間
にんげん

を造
つく

られた神
かみ

さまは、十（とお）の 戒
いまし

め、十
じっ

戒
かい

を 私
わたし

たちにお与
あた

えになりました。

その十番目
じゅうばんめ

の 戒
いまし

めが、「欲
ほ

しがってはならない」です。何
なに

を欲
ほ

しがってはならないのでしょうか。

それは「あなたの隣
とな

りの家
いえ

の人
ひと

のものすべて」です。近
ちか

ごろでは、私
わたし

たちの隣
とな

り近所
きんじょ

の人
ひと

と親
した

し

くおつきあいすることが少
すく

なくなってしまい、私
わたし

たちは隣
とな

りの家
いえ

の人
ひと

がなにを持
も

っているかなん

てほとんど知
し

りません。でも、ゲームやケイタイやスマホ、それにいろいろなおもちゃや持
も

ち物
もの

な

どをお友
とも

だちが持
も

っていて自
じ

分
ぶん

は持
も

っていないと欲
ほ

しくなったことはありませんか。 

 昔
むかし

、あなたのお父
とう

さんやお母
かあ

さん、その前
まえ

のおじいさんやおばあさんがまだ子
こ

どもだった頃
ころ

、

日
に

本
ほん

は 隣
となり

の国
くに

々
ぐに

が持
も

っているものを欲
ほ

しがって、アジアの国々
くにぐに

やアメリカ、ヨーロッパの国々
くにぐに

と

戦争
せんそう

をしました。そして負
ま

けて、食
た

べ物
もの

や着
き

る物
もの

、住
す

む家
いえ

などをなくし、苦
くる

しくつらい経験
けいけん

をし

ました。 

 お父
とう

さんやお母
かあ

さんや日本中
にほんじゅう

の人々
ひとびと

がそこからがんばって

働
はたら

いて、食
た

べ物
もの

や着
き

る物
もの

、住
す

む家
いえ

や家
いえ

の中
なか

で必要
ひつよう

なもの、それ

に電車
でんしゃ

や新幹線
しんかんせん

、飛行機
ひ こ う き

や宇宙
うちゅう

ロケットなどを作
つく

ってきたおか

げで、今
いま

はこうして豊
ゆた

かな生活
せいかつ

ができるようになりました。と

ころが、人々
ひとびと

はそれでも満足
まんぞく

しないで「もっともっと欲
ほ

しいもの

がある」と言
い

って、欲
ほ

しがりすぎて、ケンカしてでも、だましてで

も、盗
ぬす

んででも自分
じぶん

のものにしたいと欲
よく

張
ば

っています。 

神
かみ

さまが「欲
ほ

しがってはならない」とお命
めい

じになったのは、 

「今
いま

、神
かみ

さまから与
あた

えられているもので満足
まんぞく

して暮らしなさい」という意味
い み

です。そうすれば、

争
あらそ

いや盗
ぬす

みや戦争
せんそう

がなくなり、人
ひと

と人
ひと

とが仲
なか

良
よ

く 幸
しあわ

せに暮
く

らせます。神
かみ

さまは 私
わたし

たち人間
にんげん

に

そういう生
い

き方
かた

を望
のぞ

んでいらっしゃるのです。 

 

◆お祈り 

「神
かみ

さまが与
あた

えてくださっているものを、感謝
かんしゃ

して、満足
まんぞく

して、生
い

きてることができますよう

に。」 

                         （谷原キリスト教会牧師 大嶋義隆） 

あなたの隣
となり

人
びと

の家
いえ

を欲
ほ

しがってはならない。すなわち隣
となり

人
びと

の妻
つま

、あるいは、その男
おとこ

奴隷
ど れ い

、女
おんな

奴隷
ど れ い

、牛
うし

、ろば、すべてあなたの隣
となり

人
びと

のものを、欲
ほ

しがってはならない。                               

出
しゅつ

エジプト記
き

２０章
しょう

１７節
せつ

 



５月９日     テーマ：「感動
かんどう

した者
もの

」 

聖書個所：出
しゅつ

エジプト記
き

３５章
しょう

２１節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

神
かみ

さまの民
たみ

だったイスラエルの人
ひと

たちがとても長
なが

い間
あいだ

エジプトに住
す

んでいた時
とき

の事
こと

です。最
さい

初
しよ

はエジプト人
じん

と仲
なか

良
よ

くしていたのですが、やがて見
み

ていられないくらい、ひどい事
こと

をされました。

そこで神
かみ

さまはモーセをつかわしてイスラエルの人
ひと

たちをエジプトから助
たす

けました。長
なが

い旅
たび

の間
あいだ

も、みんなが死
し

んでしまうのではないかと思
おも

った時
とき

が何
なん

度
ど

もありました。けれども、神
かみ

さまはいつ

も守
まも

ってくださいました。その旅
たび

の中
なか

、モーセの勧
すす

めで人
ひと

々
びと

は神
かみ

さまの住
す

む所
ところ

（これを『幕
まく

屋
や

』と

言
い

います）をつくる事
こと

になりました。とてもひどいところから神
かみ

さまが助
たす

けてくださったことがわ

かっていたので、みんなはうれしくてうれしくて、心
こころ

に感
かん

動
どう

して喜
よろこ

び、いやいやながらでなく自
じ

分
ぶん

の持
も

っているもの、そ

れも残
のこ

りものではなくて、特
とく

に自
じ

分
ぶん

が大
だい

事
じ

にしているもの、

金
かね

や銀
ぎん

やすてきな糸
いと

や宝
ほう

石
せき

や飾
かざ

りなどを、惜
お

しまないで幕
まく

屋
や

を作
つく

るために神
かみ

さまにお献
ささ

げしました。しかもただ献
ささ

げただ

けではなく、一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

、自
じ

分
ぶん

が出
で

来
き

る精
せい

一
いつ

杯
ぱい

の仕
し

事
ごと

をして、

喜
よろこ

んで神
かみ

さまのために幕
まく

屋
や

をつくりました。 

私
わたし

たちはみんな神
かみ

さまに逆
さか

らう心
こころ

「罪
つみ

」をもっています。もしそのままでいたら救
すく

われず、滅
ほろ

んでしまうのです。残
ざん

念
ねん

ながら、罪
つみ

は私
わたし

たちがどんなに努
ど

力
りよく

しても、自
じ

分
ぶん

の力
ちから

ではどうする事
こと

も

できません。とてもひどいところにいました。私
わたし

たちを愛
あい

してくださっている神
かみ

さまは、神
かみ

さまの

ひとり子
ご

イエス・キリストをおつかわしになり、十
じゆう

字
じ

架
か

にかけ、私
わたし

たちを罪
つみ

から救
すく

い出
だ

してくだ

さいました。その証
しよう

拠
こ

に、三日
み っ か

後
ご

によみがえって罪
つみ

の一
いち

番
ばん

大
おお

きな呪
のろ

いだった「死
し

」に勝
か

ってくださ

ったのです。だから、私
わたし

たちも救
すく

われた事
こと

を喜
よろこ

んで、神
かみ

さまのために献
けん

金
きん

したり、奉
ほう

仕
し

したりし

ましょう。いやいやながらでなく、喜
よろこ

んで自
じ

分
ぶん

から進
すす

んでする心
こころ

を、神
かみ

さまはとてもとても喜
よろこ

ん

でくださるのです。 
 

◆お祈り 

「神
かみ

さま。私
わたし

を救
すく

ってくださり、感
かん

謝
しゃ

いたします。神
かみ

さまを喜
よろこ

ぶ（感
かん

動
どう

出
で

来
き

る）心
こころ

を与
あた

えて

ください。また精
せい

一
いつ

杯
ぱい

、喜
よろこ

んで神
かみ

さまのご奉
ほう

仕
し

が出
で

来
き

るようにしてください。」 

                       （磯原キリスト福音教会牧師 生亀俊一） 

感
かん

動
どう

した者
もの

と、心
こころ

から進
すす

んでする者
もの

とはみな、会
かい

見
けん

の天
てん

幕
まく

の仕
し

事
ごと

のため、また、そのす

べての作
さ

業
ぎょう

のため、また、聖
せい

なる装
しょう

束
ぞく

のために、主
しゅ

への奉
ほう

納
のう

物
ぶつ

を持
も

って来
き

た。                                

出
しゅつ

エジプト記
き

３５章
しょう

２１節
せつ

 



５月１０日     テーマ：「火
ひ

を消
け

してはならない」 

聖書個所：レビ記
き

６章
しょう

８節
せつ

～１３節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

神
かみ

さまにお祈
いの

りするとき、皆
みな

さんはいろいろなことをお願
ねが

いするでしょう。神
かみ

さまにお願
ねが

いした

いことは毎
まい

日
にち

たくさんあります。神
かみ

さまはそれを聞
き

いて、いつも一
いち

番
ばん

良
よ

い答
こたえ

をくださいます。 

でも、神
かみ

さまが望
のぞ

んでおられることはそれだけではありません。神
かみ

さまは、いつも私
わたし

たちとも

っともっと近
ちか

づいて、仲
なか

良
よ

くなりたいと望
のぞ

んでおられます。 

神
かみ

さまに近
ちか

づくにはどうすればよいでしょうか。昔
むかし

イスラエルの

人
ひと

たちは、動物
どうぶつ

のいけにえをささげて、神
かみ

さまに近
ちか

づこうとしました。

動
どう

物
ぶつ

を全
ぜん

部
ぶ

すっかり火
ひ

で燃
も

やしたのが、ここに出
で

て来
く

る「全焼
ぜんしょう

のいけ

にえ」です。それは、自分
じ ぶ ん

を全部
ぜ ん ぶ

すっかり神
かみ

さまにささげてしまう心
こころ

を表
あらわ

していました。 

今
いま

は、私
わたし

たちの救
すく

いのためにイエスさまが十字架
じゅうじか

にかかってくだ

さったので、もう動物
どうぶつ

のいけにえはいらなくなりました。イエスさま

のおかげで、私
わたし

たちは、いつでも神
かみ

さまに近
ちか

づくことができるようになったのです。 

あなたは神
かみ

さまに近
ちか

づいて、神
かみ

さまと仲
なか

良
よ

く毎
まい

日
にち

を過
す

ごしたいと思
おも

いますか。それが、神
かみ

さまが

あなたに望
のぞ

んでおられることです。では、あなたはいつ、神
かみ

さまに近
ちか

づくでしょうか。 

１２節
せつ

で聖書
せいしょ

は、「朝
あさ

ごとに」そうするように、と教
おし

えています。そして

神
かみ

さまにささげる火
ひ

を「消
け

してはいけない」と、教
おし

えています。私
わたし

たちで

いえば、毎
まい

朝
あさ

イエスさまへの信
しん

仰
こう

をもって神
かみ

さまに近
ちか

づき、神
かみ

さまと仲
なか

良
よ

く

一
いっ

緒
しょ

に一日
いちにち

をスタートすることが大切
たいせつ

で、それをやめてはいけないというこ

とです。そのように始
はじ

める一
いち

日
にち

は、スタートだけでなく一
いち

日
にち

中
じゅう

が、神
かみ

さま

と一緒
いっしょ

に歩
あゆ

む喜
よろこ

びに満
み

たされた日
ひ

となります。毎日
まいにち

の初
はじ

めに、神
かみ

さまに近
ちか

づいて祈
いの

ることが、神
かみ

さまが望
のぞ

んでおられる通
とお

りの一
いち

日
にち

を過
す

ごす秘
ひ

訣
けつ

です。 

 

◆お祈り 

「毎
まい

朝
あさ

、神
かみ

さまに近
ちか

づき、自
じ

分
ぶん

を捧
ささ

げて歩
あゆ

めますよう、助
たす

けてください。」 

                      （東京基督教学園派遣教師牧師 広瀬 薫） 

“火
ひ

は絶
た

えず祭
さい

壇
だん

の上
うえ

で燃
も

え続
つづ

けさせなければならない。消
け

してはならない。”                               

レビ記
き

６章
しょう

１３節
せつ

 



５月１１日     テーマ：「聖
せい

なる者
もの

とならなければ」 

聖書個所：レビ記
き

１９章
しょう

２節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

みなさんは、きたないものが好
す

きですか、きれいなものが好
す

きですか。もちろん、きれいなもの

ですね。神
かみ

さまも同
おな

じです。神
かみ

さまはいつもきれいな、きよいものが好
す

きです。レビ記
き

１９章
しょう

２節
せつ

には、神
かみ

が聖
せい

なるお方
かた

であることと、ご自
じ

分
ぶん

の民
たみ

が聖
せい

なる者
もの

にならなければならないと、書
か

いてい

ます。 

みなさんは、どんな人
ひと

がいちばん幸
しあわ

せだと思
おも

いますか。

罪
つみ

ある人
ひと

に用
もち

いられる人
ひと

でしょうか、罪
つみ

のない聖
せい

なる神
かみ

さ

まに用
もち

いられる人
ひと

でしょうか。もちろん、神
かみ

さまに尊
とうと

く用
もち

いられる人
ひと

でしょう。 

では、聖
せい

なる神
かみ

さまはどんな人
ひと

を尊
とうと

く用
もち

いてくださると

思
おも

いますか。罪
つみ

のない人
ひと

でしょうか。「罪
つみ

のない人
ひと

は一人
ひ と り

も

いない」と聖
せい

書
しょ

は教
おし

えています。神
かみ

さまは、罪
つみ

があってもイ

エス・キリストの十字架
じゅうじか

の愛
あい

を心
こころ

から信
しん

じて、自
じ

分
ぶん

の罪
つみ

を悔
く

い改
あらた

めて、その罪
つみ

から離
はな

れ、神
かみ

さま

中心
ちゅうしん

に生活
せいかつ

をしている人
ひと

の罪
つみ

を赦
ゆる

してくださいます。そして、そのような人
ひと

を聖
せい

なる者
もの

と認
みと

め、

その人
ひと

をありのままで受
う

け入
い

れ、神
かみ

さまが決
き

められたときに、尊
とうと

く用
もち

いてくださいます。 

「大
おお

きな家
いえ

には、金
きん

や銀
ぎん

の器
うつわ

だけでなく、木
き

や土
つち

の器
うつわ

もあります。また、ある物
もの

は尊
とうと

いこと

に、ある物
もの

は卑
いや

しいことに用
もち

います。ですから、だれでも自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

をきよめて、これらのことを離
はな

れるなら、その人
ひと

は尊
とうと

いことに使
つか

わされる器
うつわ

となります。すなわち、聖
きよ

められるもの、主人
しゅじん

にと

って有
ゆう

益
えき

なもの、あらゆる良
よ

いわざに間
ま

に合
あ

うものとなるのです。」（第
だい

２テモテへの手
て

紙
がみ

２章
しょう

２

０節
せつ

～２１節
せつ

） 

このみことばのように、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

をきよめて、きたない罪
つみ

から離
はな

れることが、主
しゅ

人
じん

である神
かみ

さま

に尊
とうと

く用
もち

いられる秘訣
ひ け つ

です。罪
つみ

から離
はな

れ、きよく生
い

きようとするとき、苦
くる

しみと痛
いた

みもあるでし

ょう。自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

との闘
たたか

いと葛藤
かっとう

もあるでしょう。試練
し れ ん

と迫害
はくがい

もあるかも知
し

りません。しかし、聖
せい

な

る者
もの

になることは、神
かみ

さまの切
せつ

なる願
ねが

いであり、命令
めいれい

であり、みこころでもあります。神
かみ

さまの民
たみ

である私
わたし

たちがきよく生
い

きることは、聖
せい

なる神
かみ

さまに似
に

ているしるしとなります。 
 

◆お祈り 

「神
かみ

さま、キリストの愛
あい

の中
なか

に自
じぶん

分自
じしん

身を保
たも

ち、聖霊
せいれい

の力
ちから

によって、神
かみ

さまに用
もち

いられる良
よ

いしもべになりますように私
わたし

をあわれでください。」 

                          （新札幌聖書教会牧師 朴 永基） 

イスラエル人
じん

の全
ぜん

会
かい

衆
しゅう

に告
つ

げて言
い

え。あなたがたの神
かみ

、主
しゅ

であるわたしが聖
せい

であるから、

あなたがたも聖
せい

なる者
もの

とならなければならない。    レビ記
き

１９章
しょう

２節
せつ

 



５月１２日     テーマ：「カナンの偵察
ていさつ

」 

聖書個所：民
みん

数
すう

記
き

１３章
しょう

１７節
せつ

～１４章
しょう

９節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 
 
 

◆メッセージ 

スポーツの試合
し あ い

や何
なに

かの試合
し あ い

などに出
で

たことがあ

りますか？自分
じ ぶ ん

と戦
たたか

う相手
あ い て

が、元
もと

チャンピオンだっ

たりしたらどうですか。初
はじ

めから勝
か

てないと、あきら

めてしまいますか。 

モーセに連
つ

れられてエジプトの国
くに

から逃
に

げて来
き

た

イスラエルの人
ひと

たちは、何日
なんにち

も何日
なんにち

も旅
たび

を続
つづ

けまし

た。そして、神
かみ

さまがくださるという約束
やくそく

の地
ち

カナン

の前
まえ

までやってきました。そこで神
かみ

さまは、モーセに「カナンの地
ち

を探
さぐ

ってきなさい」と言
い

われ、

モーセは代表者
だいひょうしゃ

１２人
にん

を選
えら

び、土地
と ち

を見
み

に行
い

かせました。 

４０日
にち

たって、彼
かれ

らが偵察
ていさつ

から帰
かえ

ってきました。もど

ってきた人
ひと

たちは、「とってもよい地
ち

でした。」と報告
ほうこく

し

ました。「２人でかついで、やっと持
も

てるくらいのぶど

うもありました。けれど、そこに住
す

んでいる人
ひと

たちは、

自分
じ ぶ ん

たちよりずっとずっと背
せ

も高
たか

く、強
つよ

い人のように見
み

えました。だから、あの人
ひと

たちのところへは、攻
せ

めては

いけません。あの人
ひと

たちは、強
つよ

そうだから。」と、１０人
にん

は言
い

いました。でも、カレブさんとヨシュアさんだけは、

「わたしたちは、ぜひその土地
と ち

に行
い

きましょう。神
かみ

さまがわたしたちとともにおられますから。彼
かれ

らを恐
おそ

れてはいけません。」と言
い

ってイスラエルの人々
ひとびと

を励
はげ

ましました。 

自分
じ ぶ ん

の思
おも

いや考
かんが

えだけで「もう、だめだ。勝
か

てない。勉強
べんきょう

もわからない。合格点
ごうかくてん

もとれない。

出来
で き

ない。無理
む り

だ。」と最初
さいしょ

からあきらめてしまうことがあるのではないでしょうか。   

神
かみ

さまは、そんなあなたといっしょにいてくださり、励
はげ

ましてくださり、勝つ
か

力
ちから

、やりとげる力
ちから

をくださるお方
かた

なのです。ですから、あなたも勇気
ゆ う き

をだしてチャレンジしてみましょう。 
 

◆お祈り 

「すぐにあきらめてしまう弱
よわ

い心
こころ

を、神
かみ

さまのみことばで強
つよ

くしていただき、なんでもあきら

めないで、できますように。」 

                       （水戸福音キリスト教会牧師 小林 望） 

ただ、主
しゅ

にそむいてはならない。その地
ち

の人々
ひとびと

を恐
おそ

れてはならない。彼
かれ

らは私
わたし

たちのえ

じきとなるからだ。彼
かれ

らの守
まも

りは、彼
かれ

らから取
と

り去
さ

られている。しかし主
しゅ

が私
わたし

たちとと

もにおられるのだ。彼
かれ

らを恐
おそ

れてはならない。        民数記
みんすうき

１４章
しょう

９節
せつ

 



５月１３日     テーマ：「メリバの水
みず

」 

聖書個所：民
みん

数
すう

記
き

２０章
しょう

１節
せつ

～１３節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

神
かみ

さまを 心
こころ

から信
しん

じることができますか？神
かみ

さまを信
しん

じるというのは、神
かみ

さまの助
たす

けを待
ま

つこ

とや神
かみ

さまのやり方
かた

に 従
したが

うことなのです。「神
かみ

さまを信
しん

じます」と言
い

いながら、実際
じっさい

の生活
せいかつ

の中
なか

で 従
したが

えないことがあるかもしれません。神
かみ

さまに 従
したが

うのではなく、神
かみ

さまを 従
したが

わせるような

気持
き も

ちになることがあるかもしれません。神
かみ

さまが目
め

に見
み

えるかたちで助
たす

けてくれること、導
みちび

い

てくださることを学
まな

びましょう。 

エジプトを脱 出
だっしゅつ

したイスラエル人
じん

は、いろいろな問題
もんだい

を経験
けいけん

しました。あるとき、飲
の

む水
みず

がな

くなってしまいました。近
ちか

くに川
かわ

や池
いけ

もない荒野
あらの

で、みんなはとても困
こま

ってしまいました。そこで

リーダーであるモーセに文句
もんく

を言
い

い始
はじ

めたのです。神
かみ

さま

を信
しん

じるとは、神
かみ

さまの助
たす

けを待
ま

つことです。困
こま

ったこと

がおこると、問題
もんだい

を誰
だれ

かのせいにして、ケンカになったこ

とはありませんか？神
かみ

さまを信
しん

じてお祈
いの

りをし、神
かみ

さまの

助
たす

けを待
ま

ち望
のぞ

みたいですね。 

ところで、文句
もんく

を言
い

われたモーセは神
かみ

さまに祈
いの

って相談
そうだん

しました。すると神
かみ

さまは、必要
ひつよう

な水
みず

を与
あた

えると約束
やくそく

して

くださいました。岩
いわ

に命
めい

じるだけで水
みず

が与
あた

えられると聞
き

いて、モーセは少
すこ

し 疑
うたが

いの

心
こころ

を持
も

ちました。岩
いわ

に命
めい

じるだけで、本当
ほんとう

に大丈夫
だいじょうぶ

？そこで命
めい

じるだけでなく、

杖
つえ

で岩
いわ

をたたいて水
みず

を出
だ

すことにしたのです。神
かみ

さまは、命
めい

じられたとおりに

しなかったモーセを残念
ざんねん

に思
おも

いました。 

神
かみ

さまを信
しん

じるとは、神
かみ

さまのやり方
かた

に 従
したが

うことです。自分
じぶん

がやりたい

ように行動
こうどう

したいと思
おも

ったことはありませんか？神
かみ

さまが 導
みちび

いてくださ

ることに、いつでも信頼
しんらい

していく者
もの

となりましょう。 

 

◆お祈り 

「神
かみ

さま、あなたことをいつも信
しん

じ、信頼
しんらい

できるようにしてください。いつでも神
かみ

さまに祈
いの

り、神
かみ

さまに 従
したが

うことができるようにしてください。」 

                       （土浦めぐみ教会牧師 井上 聡） 

これがメリバの水
みず

、イスラエル人
じん

が主
しゅ

と争
あらそ

ったことによるもので、主
しゅ

がこれによってご

自
じ

身
しん

を、聖
せい

なる者
もの

として示
しめ

されたのである。    民数記
みんすうき

２０章
しょう

１３節
せつ

 



５月１４日     テーマ：「青銅
せいどう

の蛇
へび

」 

聖書個所：民
みん

数
すう

記
き

２１章
しょう

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

みんなは、せっかくお母
かあ

さんやお父
とう

さんが一生懸命
いっしょうけんめい

がんばってしてくれたことを、たいしたこ

とじゃない、と思
おも

ってしまったことがあるでしょうか？もらったプレゼントに「これじゃない！違
ちが

うものがほしい！」と言
い

ったり、「つまんない！」と言
い

ってみたり。同
おな

じように、神
かみ

さまに対
たい

して

も、私
わたし

たちは簡単
かんたん

に文句
も ん く

を言
い

ってしまいがちなものです。 

イスラエルの人
ひと

たちもそうでした。それまでの旅
たび

の途中
とちゅう

で、なんど

も奇蹟
き せ き

で神
かみ

さまにたすけられてきましたが、苦
くる

しい旅
たび

がつづくうち

に、みんな疲
つか

れてきました。そして神
かみ

さまずっと助けていてくださっ

たことも忘
わす

れ、感謝
かんしゃ

を忘
わす

れ、不満
ふ ま ん

がこころにいっぱいになって、がま

んができなくなっていました。今
いま

まで一生懸命
いっしょうけんめい

導
みちび

いてくれたモーセさんにさからって、文句
も ん く

を言

いました。２１章
しょう

５節
せつ

を読
よ

んでみましょう。なんと、神
かみ

さまがあたえてくださったマナのことまで

「みじめな食物
しょくもつ

」と言
い

ってバカにしました。神
かみ

さまは、そんなイスラエルの人
ひと

たちに燃
も

える蛇
へび

を送

られました。神さまのさばきです。蛇
へび

にかみつかれた人
ひと

たちはど

んどん死
し

んでしまいました。これにあわてた人
ひと

たちはモーセさん

のところに行
い

き、「たすけてください！」ともとめました。モーセ

さんはこの人
ひと

たちのためにお祈
いの

りしました。神
かみ

さまは、すぐにそ

のモーセさんの祈
いの

りにこたえて、救
すく

いを用意
よ う い

してくださいました。

青銅
せいどう

の蛇
へび

を見
み

上
あ

げるだけで救
すく

われるようにしてくださいました。 

私
わたし

たちも、お友達
ともだち

とくらべ、ほかのものがよく見
み

えたときなど

は、神
かみ

さまがあたえてくださっているものを感謝
かんしゃ

できなくなるときがあります。そして神
かみ

さまに

文句
も ん く

を言
い

ったり、神
かみ

さまとの約束
やくそく

をやぶってしまう時
とき

があります。神
かみ

さまはその罪
つみ

をそのままで放
ほう

っておかれません。そのままでは滅
ほろ

ぼされてしまう私
わたし

たちのために、神
かみ

さまは、イエスさまを

十字架
じ ゅ う じ か

にかけてくださいました。だれのいのちもほろびてほしくないと、イエスさまを身代
み が

わりと

して、十字架
じ ゅ う じ か

にかけてくださったのです。イスラエルの人たちが青銅
せいどう

の蛇
へび

を仰
あお

いで救
すく

われたように、

私
わたし

たちは、イエスさまを信
しん

仰
こう

をもって見
み

上
あ

げるだけで、罪
つみ

から救
すく

われます。この救
すく

いを喜
よろこ

んで感謝
かんしゃ

して歩
あゆ

みましょう。 
 

◆お祈り 

「家族
か ぞ く

やお友達
ともだち

、すべてのものをありがとうございます。どんなときもイエスさまを見
み

上
あ

げ

て、あゆめますように。」 

                       （土浦めぐみ教会伝道師 新井愛希） 

すると、主
しゅ

はモーセに仰
おお

せられた。「あなたは燃
も

える蛇
へび

を作
つく

り、それを旗
はた

ざおの上
うえ

につけ

よ。すべてかまれた者
もの

は、それを仰
あお

ぎ見
み

れば、生
い

きる。」 

                            民数記
みんすうき

２１章
しょう

８節
せつ

 



５月１５日     テーマ：「聞
き

きなさい」 

聖書個所：申
しん

命
めい

記
き

６章
しょう

１節
せつ

～９節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

神
かみ

さまは、約束
やくそく

してくださったカナンの地
ち

にイスラエルの人
ひと

たちをみちびいてくださいます。も

う目
め

の前
まえ

にその地
ち

が見
み

えています。そこはすばらしい地
ち

です。作
さく

物
もつ

はたわわに実
みの

り、家
か

畜
ちく

も元
げん

気
き

に

いっぱいに増
ふ

える豊
ゆた

かな地
ち

です。神
かみ

さまは指導者
し ど う し ゃ

モーセを通
とお

して、とても大事
だ い じ

なことを教
おし

えてくだ

さいました。しあわせになるため、大
おお

きな国
くに

となって神
かみ

さまの

祝
しゅく

福
ふく

を全
ぜん

世
せ

界
かい

に伝
つた

えることができるために。それは、あなた

の神
かみ

、主
しゅ

を愛
あい

しなさい、ということでした。 

愛
あい

するお友
とも

だち、あなたが一
いち

番
ばん

愛
あい

しているのは何
なん

ですか？ 

ゲームソフト？お金
かね

？良
よ

い成
せい

績
せき

？お友
とも

だち？ 神
かみ

さまはイエ

ス・キリストを人
ひと

として地上
ちじょう

に送
おく

ってくださり、私
わたし

たちのす

べての罪
つみ

をゆるすため、身
み

代
が

わりとしてその罪
つみ

の罰
ばつ

を受
うけ

けさせ

てくださいました。それは十字架
じ ゅ う じ か

の上
うえ

で死
し

ぬことでした。そしてイエスさまを三
みっ

日
か

目
め

に死
し

者
しゃ

の中
なか

か

らよみがえらせてくださいました。神
かみ

さまは、あなたを本
ほん

当
とう

に心
こころ

から愛
あい

してくださっているので

す。立
りっ

派
ぱ

な人
ひと

のためではなく、罪
つみ

をいっぱい持
も

っている人
ひと

のために死
し

んでくださったのです。ここ

に本当
ほんとう

の愛
あい

があるのです。この愛
あい

はけっしてあなたを裏
うら

切
ぎ

りません。ですから、イエスさまを信
しん

じ

ることによって、罪
つみ

ゆるされ、永遠
えいえん

のいのちを持
も

ち、神
かみ

さまの愛
あい

を受
う

けているのです。このようなすばらしい神
かみ

さまを愛
あい

して生
い

き

ると、しあわせになるのです。 

神
かみ

さまを愛
あい

するとは、神
かみ

さまのみことばをよく聞
き

くこと、そし

てその言
い

われるように生
い

きることだと教
おし

えてくださいました。

「聞
き

いて、守
まも

り行
おこな

いなさい。そうすれば、あなたはしあわせにな

ります。」それはその人
ひと

の心
こころ

の中
なか

に神
かみ

さまの愛
あい

を受
う

け入
い

れること

です。心
こころ

の底
そこ

から、知
ち

恵
え

を尽
つ

くして、力
ちから

の限
かぎ

り、神
かみ

さまを愛
あい

して生
い

きるなら、だれでもしあわせ

になるのです。心
こころ

の中
なか

に神
かみ

さまの愛
あい

があるからです。 
 

◆お祈り 

「わたしを本当
ほんとう

に愛
あい

してくださる神
かみ

さま、あなたを心
こころ

から愛
あい

します。みことばを毎日
まいにち

よく聞
き

い

て、守
まも

るしあわせな人
ひと

にしてください。」 

                       （自由が丘めぐみ教会牧師 阿部起士） 

心
こころ

を尽
つ

くし、精
せい

神
しん

を尽
つ

くし、力
ちから

を尽
つ

くして、あなたの神
かみ

、主
しゅ

を愛
あい

しなさい。  

                            申
しん

命記
め い き

６章
しょう

５節
せつ

 



５月１６日     テーマ：「雄
お

々
お

しくあれ、強
つよ

くあれ」 

聖書個所：ヨシュア記１章
しょう

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

ヨシュアさんの名前
な ま え

は「主
しゅ

は救
すく

い」という意味
い み

で、新約
しんやく

聖書
せいしょ

のイ

エスさまと同
おな

じ意味
い み

の名前
な ま え

です。ヨシュアさんはイスラエルの民
たみ

の

指導者
し ど う し ゃ

であり、預言者
よ げ ん し ゃ

であったモーセさんの次
つぎ

に指導者
し ど う し ゃ

として神
かみ

さ

まが選
えら

んだ人
ひと

です。ヨシュアさんのお仕事
し ご と

は神
かみ

さまの約束
やくそく

されたカ

ナンの地
ち

にイスラエルの民
たみ

を連
つ

れて行
い

き、住
す

むようにすることでし

た。このお仕事
し ご と

には、とても大変
たいへん

な戦
たたか

いもあります。しかし神
かみ

さま

は必
かなら

ず、このカナンの地
ち

を与
あた

えてくださると約束
やくそく

してくださいました。ヨシュアさんにとっては、

カナンの人
ひと

々
びと

はとても強
つよ

く恐
こわ

い人
ひと

々
びと

でした。それで、神
かみ

さまはヨシュアさんに励
はげ

ましの言
こと

葉
ば

をくだ

さいました。その言葉
こ と ば

が「わたしはあなたに命
めい

じたではないか。強
つよ

く

あれ。雄
お

々
お

しくあれ。恐
おそ

れてはならない。おののいてはならない。あ

なたの神
かみ

、主
しゅ

が、あなたの行
い

く所
ところ

どこにでも、あなたとともにある

からである。」でした。 

私
わたし

たちは、神
かみ

さまを信
しん

じていることを周
まわ

りのお友
とも

達
だち

に、なかなか

話
はな

せません。それは恐
おそ

れがあるからです。そんな時
とき

、このみ言
こと

葉
ば

が励
はげ

ましてくれます。神
かみ

さまが共
とも

にいて、必
かなら

ず守
まも

って、助
たす

けて、保
ほ

護
ご

し

て、慰
なぐさ

めて、力
ちから

づけてくれます。そのために、神
かみ

さまがヨシュアさんに言
い

われたことがあります。

「律法
りっぽう

の書
しょ

（聖書
せいしょ

）を、あなたの口
くち

から離
はな

さず、昼
ひる

も夜
よる

もそれを口
くち

ずさまなければならない。・・・

それを守
まも

り行
おこ

なうためである。」（ヨシュア１：８）それは私
わたし

たちも聖
せい

書
しょ

を読
よ

み、お祈
いの

りして、その

み言
こと

葉
ば

に従
したが

うことです。「この聖書
せいしょ

こそ、キリスト・イエスを信
しん

じることによって救
すく

われるための

知恵
ち え

を与
あた

えてくれたのです。」（第
だい

２テモテ３：１５）私
わたし

たちはイエスさまによって救
すく

われました。

ただ雄
お

々
お

しく強
つよ

く、イエスさまのみ言葉
こ と ば

（聖書
せいしょ

）に従っていきましょう。 

 

◆お祈り 

「私
わたし

たちの毎日
まいにち

の生活
せいかつ

に、主
しゅ

が共
とも

にいることを信
しん

じ、なにごとにも恐
おそ

れないで雄
お

々
お

しく強
つよ

く、

そしてみ言
こと

葉
ば

に従
したが

うことができますように。」 

                       （藤代聖書教会牧師 唐沢 伝） 

わたしはあなたに命
めい

じたではないか。強
つよ

くあれ。雄
お

々
お

しくあれ。恐
おそ

れてはならない。おの

のいてはならない。あなたの神
かみ

、主
しゅ

が、あなたの行
い

く所
ところ

どこにでも、あなたとともにあ

るからである。       ヨシュア記
き

１章
しょう

９節
せつ

 



５月１７日     テーマ：「ヨルダン川
がわ

を渡
わた

る」 

聖書個所：ヨシュア記
き

３章
しょう

１節
せつ

～１７節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 
 

◆メッセージ 

イスラエルの民
たみ

は、ヨシュアに導
みちび

かれ、ヨルダン川
がわ

を渡
わた

ろうとしていました。ヨルダン川
がわ

は、ちょうど水
みず

が多
おお

い季節
き せ つ

でした。 

ヨシュアは、その時
とき

、イスラエルの民
たみ

に「祭司
さ い し

たちが神様
かみさま

の契約
けいやく

の箱
はこ

をかつぎ、先頭
せんとう

に立
た

って渡
わた

る。あなたがたは、そ

の後
うし

ろを進
すす

まなければならない。祭司
さ い し

たちの足
あし

の裏
うら

がヨル

ダン川
がわ

の水
みず

の中
なか

にひたると、水
みず

はせきとめられ、その中
なか

をあなたがたは渡
わた

ることができる。」と告
つ

げました。「神様
かみさま

の契約
けいやく

の箱
はこ

」は、神様
かみさま

がともにおられることを表
あらわ

していました。 

いよいよ寝泊
ね と ま

りしていたところを立
た

ち、ヨルダン川
がわ

を渡
わた

ります。

水
みず

は、ごうごうと勢
いきお

いよく流
なが

れています。しかし、神様
かみさま

の契約
けいやく

の

箱
はこ

をかつぐ祭司
さ い し

たちの足
あし

がヨルダン川
がわ

の水
みず

にひたったその時
とき

、勢
いきお

いよく流
なが

れていた水
みず

は完全
かんぜん

にせき止
と

められ、祭司
さ い し

たちがヨルダン

川
がわ

の真中
まんなか

に立
た

つうちに、イスラエルの民
たみ

すべてがヨルダン川
がわ

を渡
わた

り終
お

えることができたのです。 

今日
こんにち

も、私
わたし

たちの目
め

の前
まえ

には、ヨルダン川
がわ

が流
なが

れているのでは

ないでしょうか。ある人
ひと

は、学校
がっこう

や会社
かいしゃ

に行
い

き、友
とも

だちや人
ひと

と顔
かお

を

合
あ

わせることが怖
こわ

いということがあるかもしれません。また、大切
たいせつ

な家族
か ぞ く

を失
うしな

ったり、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

が

病気
びょうき

になったりすることもあります。そして、神様
かみさま

の素晴
す ば

らしさを証
あかし

するのに恐
おそ

れをいだくこと

もあります。でも、神様
かみさま

は、今日
き ょ う

の一日
いちにち

も、私
わたし

たちの先
さき

に立
た

って歩
あゆ

んでくださいます。私
わたし

たちは

ひとりではありません。苦
くる

しみの真中
まんなか

で神様
かみさま

はともにいてくださるのです。 

今日
き ょ う

一日
いちにち

、神様
かみさま

が先
さき

に立
た

って私
わたし

たちを導
みちび

き、ともにあってくださることを信
しん

じ、神様
かみさま

を畏
おそ

れ、

信頼
しんらい

し、歩
あゆ

みましょう。そして、私
わたし

たちの歩
あゆ

みを通
とお

し、神様
かみさま

の素晴
す ば

らしさを現
あら

わしていきましょ

う。 
 

◆お祈り 

「神様
かみさま

、あなたがともにいてくださることを感謝
かんしゃ

します。あなたに信頼
しんらい

し、あなたの素晴
す ば

らし

さを現
あら

わすことができるよう助
たす

けてください。」 

                           （守谷聖書教会牧師 鈴木洋宣） 

見
み

よ。全地
ぜ ん ち

の主
しゅ

の契約
けいやく

の箱
はこ

が、あなたがたの先頭
せんとう

に立
た

って、ヨルダン川
がわ

を渡
わた

ろうとしてい

る。            ヨシュア記
き

３章
しょう

１１節
せつ

 



５月１８日     テーマ：「エリコ」 

聖書個所：ヨシュア記
き

５章
しょう

１３節
せつ

～６章
せつ

２０節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 
 

◆メッセージ 

ヨシュアさんは、前
まえ

にみんなといっしょにヨルダン川
がわ

をわたりまし

た。その前
まえ

に見
み

えたのがエリコの町
まち

の高
たか

い壁
かべ

でした。町
まち

のまわりには

高
たか

い壁
かべ

がありました。そこでヨシュアさんは、どのようにしたらエリ

コの町
まち

の人たちに勝
か

てるのかを考
かんが

えました。 

その時
とき

、神
かみ

さまがおくった人
ひと

があらわれました。ヨシュアさんは、

この人
ひと

が自分
じ ぶ ん

たちの味方
み か た

であるのか敵
てき

であるのかをたずねました。

そうすると、その人は、「私
わたし

は、神
かみ

さまに従
したが

う人
ひと

たちを正
ただ

しく従
したが

わせることができる人
ひと

である。」こたえました。そしてヨシュアさ

んにも、「あなたの足
あし

のはきものを脱
ぬ

げ」といわれました。それは、

すべてのことを神
かみ

さまにまかせて従
したが

いなさいということです。 

このあと、神
かみ

さまは、ヨシュアさんにエリコの町
まち

の人
ひと

たちと戦
たたか

う方法
ほうほう

をおしえました。一日
いちにち

に一回
いっかい

みんなで壁
かべ

の周
まわ

りをまわるのです。六日
む い か

の間
あいだ

、一日
いちにち

一回
いっかい

まわる

のです。七日目
な の か め

には、七回
ななかい

まわって最後
さ い ご

に角笛
つのぶえ

を長
なが

く吹
ふ

き鳴
な

らすとみんなで大
おお

きな声
こえ

を出
だ

すのです。 

ヨシュアさんとヨシュアさんにしたがう人
ひと

たちはその

ように行
おこ

ないました。するとどうでしょうか。高
たか

いエリコ

の壁
かべ

はくずれたのです。イスラエルの人
ひと

たちは、エリコの

町
まち

の人
ひと

たちに勝
か

ちました。ヨシュアさんとイスラエルの人
ひと

たちが、神
かみ

さまに従
したが

ったので勝
か

つことができたのです。 

日曜日
にちようび

に神
かみ

さまを礼拝
れいはい

しようとすると、いろいろなさま

たげがあります。いつも神
かみ

さまに心
こころ

から従
したが

っていけるよ

うにお祈
いの

りしましょう。 
 

◆お祈り 

「どんなときも、神
かみ

さまに従
したが

っていけるように助
たす

けてください。」 

 

                         （総和キリスト教会牧師 前山正夫） 

あなたの足
あし

のはきものを脱
ぬ

げ。あなたの立
た

っている場所
ば し ょ

は聖
せい

なる所
ところ

である。                               

ヨシュア記
き

５章
しょう

１５節
せつ

 



５月１９日     テーマ：「信仰
しんこう

の確認
かくにん

」 

聖書個所：ヨシュア記
き

２４章
しょう

１１節
せつ

～２８節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

ヨシュアさんはモーセさんの後
あと

を継
つ

いで、イスラエルの人々
ひとびと

をヨルダン川
がわ

の向
む

こう岸
ぎし

まで導
みちび

き

ました。そして、最後
さ い ご

の大事
だ い じ

なお仕事
し ご と

に取
と

りかかります。それはイスラエルの人々
ひとびと

に、ここまで助
たす

けてくださった神様
かみさま

の素晴
す ば

らしさを思
おも

い出
だ

させ、神様
かみさま

に従
したが

おうと

いう思
おも

いをしっかりと持
も

ってもらうことでした。 

「奴隷
ど れ い

だった自分
じ ぶ ん

たちをエジプトから救
すく

い出
だ

し、困
こま

ったことが

あるたびに、助
たす

けてくださった神様
かみさま

の恵
めぐ

みを思
おも

い出
だ

しなさい」と

ヨシュアさんは言
い

います。あなたは、神様
かみさま

に助
たす

けていただいたり、

守
まも

っていただいたことを思
おも

い出
だ

せますか？「神様
かみさま

は、僕
ぼく

に、私
わたし

に、こんなにたくさんのよいことを

してくださったんだ」とすぐに思
おも

い出
だ

して言
い

えたらステキです。 

そしてヨシュアさんは、「まわりの人
ひと

たちがしている偶像
ぐうぞう

礼拝
れいはい

（本当
ほんとう

の

神様
かみさま

以外
い が い

のものに、心
こころ

を向
む

けてしまうこと）をしないように気
き

をつけな

さい」と言
い

います。悪魔
あ く ま

は「礼拝
れいはい

よりゲームの方
ほう

が面白
おもしろ

いよ。聖書
せいしょ

より

漫画
ま ん が

の方
ほう

が楽
たの

しいよ」と私
わたし

たちをさそいます。悪魔
あ く ま

のさそいに負
ま

けて、

私
わたし

を愛
あい

している神様
かみさま

を悲
かな

しませないよう気
き

をつけましょう。 

そしてヨシュアさんはこう言
い

います。「私
わたし

と私
わたし

の家
いえ

とは、主
しゅ

に仕
つか

える。」

私
わたし

たちも「私
わたし

と私
わたし

の家族
か ぞ く

は神様
かみさま

を信
しん

じ従
したが

います」と神様
かみさま

におこたえしましょう。そのあなたの

決心
けっしん

を、神様
かみさま

はほんとうに喜
よろこ

んでくださいます。 

 

◆お祈り 

「ヨシュアさんのように、私
わたし

と私
わたし

の家族
か ぞ く

がずっと神様
かみさま

に従
したが

っていけますように」 

 

                           （取手聖書教会牧師 山田洋一） 

もしも【主
しゅ

】に仕
つか

えることがあなたがたの気
き

に入
い

らないなら、川
かわ

の向
む

こうにいたあなたが

たの先祖
せ ん ぞ

たちが仕
つか

えた神々
かみがみ

でも、今
いま

あなたがたが住
す

んでいる地
ち

のエモリ人
じん

の神々
かみがみ

でも、あ

なたがたが仕
つか

えようと思
おも

うものを、どれでも、きょう選
えら

ぶがよい。私と私の家
いえ

とは、【主
しゅ

】

に仕
つか

える。」                ヨシュア記
き

２４章
しょう

１５節
せつ

 



５月２０日     テーマ：「ギデオンの召
しょう

命
めい

」 

聖書個所：士師記
し し き

６章
しょう

１節
せつ

～４０節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 
 

◆メッセージ 

もしも神様
かみさま

から「わたしのためにここへ行
い

ってこれをしてください。また、家族
か ぞ く

やお友
とも

だちのた

めにこれをしてください」などと頼
たの

まれたらどうしますか。自分
じ ぶ ん

にはそんな力
ちから

がない、全然
ぜんぜん

でき

るなんて思
おも

えないとき、何
なん

と答
こた

えますか？ 

イスラエルの国
くに

は、ある時
とき

、ミデヤンという外国
がいこく

の人
ひと

たちに攻
せ

められて、みんなで一生懸命
いっしょうけんめい

に

作
つく

った食
た

べ物
もの

もみんな取
と

られてしまいました。大変
たいへん

困
こま

って、神様
かみさま

に助
たす

けを求
もと

めました。そうすると

神様
かみさま

の使
つか

いからギデオンという人
ひと

に声
こえ

がかかりました。「勇士
ゆ う し

よ。主
しゅ

が

あなたといっしょにおられる。」でも、ギデオンは信
しん

じられませんでし

た。「エジプトからイスラエル人
じん

を救
すく

い出
だ

した主
しゅ

が、もしも今
いま

ここにお

られるなら、こんなひどいことにはならないはずです。」しかし、神様
かみさま

は言
い

われました。「あなたのその力
ちから

で行
い

き、イスラエルをミデヤン人
じん

の手
て

から救
すく

え。わたしがあなたを遣
つか

わすのではないか。」ギデオンは答
こた

えました。「こんな臆病
おくびょう

な私
わたし

にどうしてそんなことができるのでしょうか。私
わたし

の仲間
な か ま

は少
すく

なく、

私
わたし

は弱
よわ

いし、家族
か ぞ く

の中
なか

で一番
いちばん

年下
としした

で、若
わか

いのですから。」本当
ほんとう

に心細
こころぼそ

かったギデオンでしたが、聞
き

いた神様
かみさま

のことばが本物
ほんもの

だったことがはっきりとわかったので、

神様
かみさま

に従
したが

うことを心
こころ

に決
き

めました。そしてまず、その時
とき

に拝
おが

ん

でいた偽物
にせもの

の神様
かみさま

の祭壇
さいだん

を取
と

り壊
こわ

して、本物
ほんもの

の神様
かみさま

だけの祭壇
さいだん

を

つくって拝
おが

みました。それから、イスラエルのために戦
たたか

おうと立
た

ち上
あ

がったのです。 

神
かみ

さまから、命
めい

じられていること、自分
じ ぶ ん

にはそんな力
ちから

がない、

全然
ぜんぜん

できるなんて思
おも

えないときでも、神
かみ

さまが共
とも

にいてくださる

約束
やくそく

を信頼
しんらい

して、従
したが

いましょう。 
 

◆お祈り 

「神様
かみさま

から命令
めいれい

を受
う

けたとき、自分
じ ぶ ん

にはどうしてもできないと思
おも

ったときでも、神様
かみさま

がともに

いてくださって、私
わたし

にいただいた力
ちから

で、勇気
ゆ う き

をもってできるようにしてください。」 
 

                             （古河教会牧師 長谷川望） 

すると、主
しゅ

は彼
かれ

に向
むか

って仰
おお

せられた。「あなたのその力
ちから

で行
い

き、イスラエルをミデヤン人
じん

の手
て

から救
すく

え。わたしがあなたを遣
つか

わすのではないか。」                               

士師記
し し き

６章
しょう

１４節
せつ

 



５月２１日     テーマ：「３００人
にん

の勇士
ゆ う し

と勝利
しょうり

」 

聖書個所：士師記
し し き

７章
しょう

１節
せつ

～２５節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 
 

◆メッセージ 

ギデオンさんによって集
あつ

められたイスラエルの兵士
へ い し

は 3万
まん

2千人
せんにん

でした。それに対
たい

して、ミデヤン

人
じん

は 13万
まん

5千人
せんにん

もの大軍
たいぐん

でした。それなのに、神
かみ

さまはイスラエルの兵士
へ い し

は多
おお

すぎると言
い

われまし

た。それは、多
おお

くの民
たみ

で勝
か

つと、神
かみ

さまに向
む

かって自分
じ ぶ ん

たちの力
ちから

を誇
ほこ

るようになるからです。神
かみ

さ

まは、まず敵
てき

の大軍
たいぐん

に恐
おそ

れる者
もの

は帰
かえ

らせて、1万人
まんにん

にしました。そのあと、泉
いずみ

での水
みず

の飲
の

み方
かた

を見
み

て、犬
いぬ

のように舌
した

で水
みず

をなめる者
もの

、ひざをついて飲
の

む者
もの

は自分
じ ぶ ん

の家
いえ

に帰
かえ

らせました。手
て

で水
みず

をすく

い、口
くち

に手
て

をあてて水
みず

をなめた注意
ちゅうい

深
ぶか

い者
もの

だけをより分
わ

けらました。2回
かい

のテストで最後
さ い ご

はたった

の 300人
にん

になってしまいました。 

300人
にん

の勇士
ゆ う し

は夜
よる

、全員
ぜんいん

が手
て

に角笛
つのぶえ

と、中
なか

にたいまつが入
はい

った空
から

のツボを持
も

って、3つの隊
たい

に分
わ

か

れて敵
てき

の陣営
じんえい

に行
い

きました。300人
にん

が一斉
いっせい

に角笛
つのぶえ

を吹
ふ

き鳴
な

ら

し、ツボを割
わ

って、たいまつを手
て

にかざして、「主
しゅ

のためだ、

ギデオンのためだ」「主
しゅ

の剣
つるぎ

だ、ギデオンの剣
つるぎ

だ」と大声
おおごえ

で叫
さけ

びました。敵
てき

の兵士
へ い し

は大
おお

きな音
おと

と光
ひかり

とで、おろおろし

て逃
に

げ出
だ

し、味方
み か た

同士
ど う し

で切
き

り合
あ

うことになりました。こう

して、イスラエル人
じん

はミデヤンの大軍
たいぐん

を打
う

ち破
やぶ

ったのです。 

この勝利
しょうり

は、神
かみ

さまが計画
けいかく

された勝利
しょうり

でした。神
かみ

さまが

勇気
ゆ う き

と知恵
ち え

を与
あた

えてくださり、ギデオンをはじめ神
かみ

さまに

信頼
しんらい

を置
お

く兵士
へ い し

が用
もち

いられて神
かみ

さまのために戦
たたか

ったので勝
か

つことができたのです。この勝利
しょうり

は、

人数
にんずう

が少
すく

なくても、いえ、人数
にんずう

が少
すく

ないからこそ、神
かみ

さまの栄光
えいこう

を現
あら

わすものでした。 

日本
に ほ ん

の国
くに

では、人数
にんずう

の少
すく

ないクリスチャンたち・・・でも、神
かみ

さまの栄光
えいこう

を現
あら

わすことができま

す。用
もち

いられるように祈
いの

りましょう。 
 

◆お祈り 

「私
わたし

たちも、神
かみ

さまのために戦
たたか

うことがあったら、その戦
たたか

いに用
もち

いられるようにしてくださ

い。」 

 

                          （古河教会伝道師 長谷川きみえ） 

私
わたし

と、私
わたし

といっしょにいる者
もの

がみな、角笛
つのぶえ

を吹
ふ

いたなら、あなたがたもまた、全陣営
ぜんじんえい

の

回
まわ

りで角笛
つのぶえ

を吹
ふ

き鳴
な

らし、「主
しゅ

のためだ。ギデオンのためだ」と言
い

わなければならない。                       

士師記
し し き

７章
しょう

１８節
せつ

 



５月２２日     テーマ：「ナオミとルツ」 

聖書個所：ルツ記
き

１章
しょう

１５節
せつ

～２２節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 
 

◆メッセージ 

ここで家庭
か て い

礼拝
れいはい

をしている皆さんはお父
とう

さんやお母
かあ

さんがクリスチャンであるという人
ひと

が多
おお

い

と思
おも

います。クリスチャンホームに生
う

まれたことはとても幸
しあわ

せなことです。そして神
かみ

さまは、み

んながお父
とう

さんお母
かあ

さんの信
しん

じているまことの神
かみ

さまを信
しん

じますと告白
こくはく

する日
ひ

を待
ま

っていてくだ

さいます。 

ナオミさんの家族
か ぞ く

は神
かみ

さまを信
しん

じるクリスチャンホームでし

た。ベツレヘムというところで暮
く

らしていましたが、この地
ち

に食
た

べるものがなくなってしまい、よその国
くに

に引
ひ

っ越
こ

しをすることに

なりました。ご主人
しゅじん

が亡
な

くなり、ふたりの息子
む す こ

さんはお嫁
よめ

さんを

もらいましたが、息子
む す こ

さんたちも死
し

んでしまい、ナオミさんは故郷
ふるさと

のベツレヘムに帰
かえ

ることにしま

した。ナオミさんはふたりのお嫁
よめ

さんが幸
しあわ

せになることを願
ねが

ってひとりで帰
かえ

ろうと思
おも

いましたが、

お嫁
よめ

さんのルツさんは「私
わたし

はナオミさんと一緒
いっしょ

にベツレヘムに住
す

んで生活
せいかつ

したいです。ナオミさんの信
しん

じる神
かみ

さまを私
わたし

の神
かみ

さまとしたいです。」と言
い

いました。ルツさんは、ナオミさんがご主人
しゅじん

や息子
む す こ

たちが先
さき

に死
し

んでしまっ

たり、いろいろ大変
たいへん

なことが起
お

こったりしても、神
かみ

さまを見上
み あ

げて神
かみ

さまを

信
しん

じて続
つづ

けていることをずっと近
ちか

くで見
み

ていました。辛
つら

いことや悲
かな

しいこと

があると悩
なや

んだり迷
まよ

ったりするのが人間
にんげん

です。しかし、信頼
しんらい

できる神
かみ

さまが

いるならば安心
あんしん

です。聖書
せいしょ

の神
かみ

さまは、私
わたし

たちのすべてを知
し

っておられる全能
ぜんのう

の神
かみ

さまであり、

愛
あい

の神
かみ

さまです。 

この神
かみ

さまへのナオミさんの信仰
しんこう

を見
み

て、ルツさんもナオミさんの信
しん

じているまことの神
かみ

さまを

知
し

りました。そしてまことの神
かみ

さまを信
しん

じますと告白
こくはく

しました。同
おな

じ神
かみ

さまを信
しん

じることで、ふた

りの関係
かんけい

はさらに神
かみ

さまの愛
あい

で満
み

たされていきました。この後
のち

一緒
いっしょ

にベツレヘムに帰
かえ

っていったふ

たりに、神
かみ

さまは祝福
しゅくふく

をお与
あた

えになります。（時間
じ か ん

がある時
とき

にぜひルツ記
き

を最後
さ い ご

まで読
よ

んでみてく

ださい。） 

皆
みな

さんも、家族
か ぞ く

みんなで同
おな

じ神
かみ

を信
しん

じることができるようにお祈
いの

りしていきましょう。 
 

◆お祈り 

「お父
とう

さんやお母
かあ

さんの信
しん

じているまことの神
かみ

さまを、僕
ぼく

も私
わたし

も信
しん

じて従
したが

いたいです。」 

                          （平和台恵教会伝道師 奥山恵美） 

あなたの民
たみ

は私
わたし

の民
たみ

、あなたの神
かみ

は私
わたし

の神
かみ

です。         ルツ記
き

１章
しょう

１６節
せつ

 



５月２３日     テーマ：「サムエルの母
はは

ハンナ」 

聖書
せいしょ

個所
か し ょ

：Ⅰサムエル記
き

１章
しょう

１節
せつ

～２０節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

お祈
いの

りしている少年
しょうねん

サムエルさんの絵
え

をみたことがありますか。このサムエルさんのお母
かあ

さん

の名前
な ま え

はハンナさん、お父
とう

さんの名前
な ま え

はエルカナさんです。エルカナさんにはその頃
ころ

の習慣
しゅうかん

で、

もう一人
ひ と り

の奥
おく

さんペニンナさんがいました。ペニンナさんには子
こ

どもがいましたが、ハンナさんに

は子
こ

どもがいませんでした。子
こ

どものいないハンナさんはいつもペニンナさんにいじめられ、悲
かな

し

い暗
くら

い心
こころ

で過
す

ごしていたのです。エルカナさんは家族
か ぞ く

をつれて、一年
いちねん

に一度
い ち ど

、シロの聖所
せいじょ

で礼拝
れいはい

を

ささげていました。その度
たび

ごとにペニンナさんは、子
こ

どもがいないことでひどくハンナさんを苦
くる

し

めました。食事
しょくじ

ものどをとおりません。エルカナさんの愛
あい

の励
はげ

ましのことばも届
とど

きません。 

ハンナさんは神殿
しんでん

に入
はい

って長
なが

い間
あいだ

、神
かみ

さまに泣
な

きながら自分
じ ぶ ん

の心
こころ

の

悲
かな

しみを訴
うった

え続
つづ

けました。「神
かみ

さまは天
てん

と地
ち

すべてを造
つく

られたお方
かた

、

偉大
い だ い

な力
ちから

あるお方
かた

です。奇跡
き せ き

をなさるお方
かた

です。神
かみ

さま、私
わたし

に男
おとこ

の

子
こ

を授
さず

けてください。私
わたし

はその子
こ

の一生
いっしょう

を神
かみ

さまにおささげします。

そして、その子
こ

の頭
あたま

に、かみそりを当
あ

てません。」と祈
いの

りました。激
はげ

し

く泣
な

いて祈
いの

るハンナさんに、祭司
さ い し

エリさんは、「安心
あんしん

して行
い

きなさい。

どうかイスラエルの神
かみ

があなたの求
もと

める願
ねが

いを聞
き

きとどけられるよう

に。」と答
こた

えます。ハンナさんは自分
じ ぶ ん

がもっていた悩
なや

みや願
ねが

いを全部
ぜ ん ぶ

神
かみ

さまのもとに置
お

きました。

心
こころ

から祈
いの

ったその祈
いの

りに神
かみ

さまは答
こた

えてくださるとハンナさんは確信
かくしん

しました。暗
くら

い悲
かな

しい顔
かお

か

ら明
あか

るい表 情
ひょうじょう

に変
か

わりました。お食事
しょくじ

もできました。 

それから一年後
いちねんご

、サムエルさんが生
う

まれたのです。サムエル、その名前
な ま え

の

意味
い み

は「神
かみ

は聞
き

き給
たま

う」という意味
い み

です。お母
かあ

さんの祈
いの

りの中
なか

で与
あた

えられた

サムエルさん。ハンナさんは神
かみ

さまに約束
やくそく

したようにサムエルさんを神
かみ

さま

のためにささげました。サムエルさんは母
はは

ハンナさんの祈
いの

りの中
なか

で成長
せいちょう

し、

やがてイスラエルの歴史
れ き し

の中
なか

で神
かみ

さまの大
おお

きな働
はたら

きをしたのです。 

あなたもご家族
か ぞ く

の愛
あい

の祈
いの

りの中
なか

にあります。感謝
かんしゃ

ですね。自分
じ ぶ ん

でも神
かみ

さまに心
こころ

を注
そそ

いで祈
いの

りま

しょう。 
 

◆お祈り 

「すべてのことを神
かみ

さまにお話
はなし

し、信
しん

じてお任
まか

せできますように。あきらめないで祈
いの

りつづけ

ることができますように。」 

                              （支援教師 増田八重子） 

そして誓願
せいがん

を立
た

てて言
い

った。「万軍
ばんぐん

の主
しゅ

よ。もし、あなたが、はしための悩
なや

みを顧
かえり

み

て、私
わたし

を心
こころ

に留
と

め、このはしためを忘
わす

れず、このはしために男
おとこ

の子
こ

を授
さず

けてください

ますなら、私
わたし

はその子
こ

の一生
いっしょう

を主
しゅ

におささげします。そして、その子
こ

の頭
あたま

に、かみそ

りを当
あ

てません。                   Ⅰサムエル記
き

１章
しょう

１１節
せつ

 



５月２４日     テーマ：「サムエルの祈
いの

り」 

聖書個所：Ⅰサムエル記
き

３章
しょう

１節
せつ

～２１節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

道端
みちばた

のお地蔵
じ ぞ う

さんに毎日
まいにち

お供
そな

えをし、一生懸命
いっしょうけんめい

にお祈
いの

りしている人
ひと

を見
み

かけました。熱心
ねっしん

だと

感心
かんしん

すると共
とも

に、聞
き

いても、答
こた

えてくれないお地蔵
じ ぞ う

さんに祈
いの

ることは本当
ほんとう

に残念
ざんねん

なことだと思
おも

いま

した。 

私
わたし

たちは神
かみ

さまに祈
いの

ることが許
ゆる

されています。「絶
た

えず祈
いの

りなさい。」（Ⅰテサロニケ５：１７）

と神
かみ

さまは私
わたし

たちをその恵
めぐ

みに招
まね

いてくださっているのです。しかし、私
わたし

たちは祈
いの

ったら祈
いの

りっ

放
ぱな

しにしてしまっていないでしょうか。「私
わたし

は声
こえ

をあげて、主
しゅ

に呼
よ

ばわる。すると、聖
せい

なる山
やま

から

私
わたし

に答
こた

えてくださる。」（詩篇
し へ ん

３：４）と約束
やくそく

されているのにも関
かか

わらず、その答
こた

えを聞
き

こうとして

いないのです。サムエルさんが子
こ

どもの頃
ころ

、「主
しゅ

のことばはまれに(ほんの少
すこ

し)しか」なかったと

書
か

かれています。それは当時
と う じ

のイスラエルの人々
ひとびと

が主
しゅ

に願
ねが

っていたとしても、聞
き

こうとすることが

なかったことを、そして主
しゅ

の言葉
こ と ば

に従
したが

おうとしていなかったことが理由
り ゆ う

だと思
おも

います。 

そのような時
とき

にサムエルさんを呼
よ

ぶ、主
しゅ

の声
こえ

が聞
き

こえました。

先生
せんせい

であるエリに導
みちび

かれサムエルさんは「お話
はな

しください。しもべ

は聞
き

いております」と答
こた

えるのです。祈
いの

りは会話
か い わ

だと言
い

われますが、

片方
かたほう

が話
はな

し続
つづ

け、もう一方
いっぽう

の話
はなし

を聞
き

かないならば会話
か い わ

にはなりま

せん。願
ねが

い事
ごと

ばかりを神
かみ

さまにお話
はな

するのではなく、御言葉
み こ と ば

を通
とお

し

て語
かた

りかけてくださる主
しゅ

に耳
みみ

を傾
かたむ

けることができると、自分
じ ぶ ん

はこ

のように思
おも

っていたけれど、神
かみ

さまはこのように思
おも

っていたのだと祈
いの

りの答
こた

えの中
なか

で進
すす

むべき道
みち

を、

選
えら

ぶべきものを教
おし

えていただけるのです。 

神
かみ

さまは私
わたし

たちのことを誰
だれ

よりも知
し

り、また何
なん

でも出来
で き

るお方
かた

です。

そのお方
かた

の前
まえ

に、願
ねが

い事
ごと

ばかりをすることはもしかすると自分
じ ぶ ん

を神
かみ

さ

まよりも高
たか

く、偉
えら

くしているのかもしれません。サムエルさんの祈
いの

り

にありますように、しもべとして、心
こころ

を低
ひく

く、神
かみ

さまの言葉
こ と ば

を聞
き

ける

ような祈
いの

りの会話
か い わ

をしていきましょう。 

◆お祈
いの

り 

「神
かみ

さま。私
わたし

たちの祈
いの

りを聞
き

いてくださり、答
こた

えてくださることを感謝
かんしゃ

いたします。いつでも

しもべの心
こころ

を持
も

って、あなたの言葉
こ と ば

を待
ま

ち望
のぞ

むことができるようにしてください。」 

                      （衣笠中央キリスト教会牧師 三浦峰人） 

そのうちに主
しゅ

が来
こ

られ、そばに立
た

って、これまでと同
おな

じように、「サムエル。サムエル」

と呼
よ

ばれた。サムエルは、「お話
はな

しください。しもべは聞
き

いております」と申
もう

し上
あ

げた。                    

Ⅰサムエル記
き

３章
しょう

１０節
せつ

 



５月２５日     テーマ：「主
しゅ

は心
こころ

を見
み

る」 

聖書個所：Ⅰサムエル記
き

１６章
しょう

１節
せつ

～１３節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

我
わ

が家
や

の二女
じ じ ょ

は、二歳
に さ い

のとき、母親
ははおや

に「わたし、○○ちゃんのような、しわが二本
に ほ ん

の、ぱっちり

おめめになりたいの」と言
い

って困
こま

らせました。「あなたの目
め

は一重
ひ と え

まぶたで切
き

れ長
なが

おめめで、とっ

てもかわいいのよ」と説明
せつめい

しても納得
なっとく

しません。また、ある美人
び じ ん

コンテストの優勝者
ゆうしょうしゃ

が「私
わたし

は背
せ

が高
たか

すぎ、鼻
はな

が高
たか

すぎるのが嫌
きら

いです」と自分
じ ぶ ん

のことを言
い

っているのに驚
おどろ

いたことがあります。 

私
わたし

たちは、だれでも自分
じ ぶ ん

をより良
よ

く見
み

せたい、自分
じ ぶ ん

が一番
いちばん

だと思
おも

いたいものです。でも本当
ほんとう

は

自信
じ し ん

がなく、自分
じ ぶ ん

はダメだと思
おも

って、余計
よ け い

に強
つよ

がって見
み

せることがありますね。 

実
じつ

は、サウル王様
おうさま

もそうでした。彼
かれ

は、自分
じ ぶ ん

が一番
いちばん

偉
えら

く、誰
だれ

よりも強
つよ

い

王様
おうさま

だと、国中
くにじゅう

の人々
ひとびと

に思
おも

わせるため立派
り っ ぱ

なかんむりをかぶり、豪華
ご う か

な

いすに座
すわ

って命令
めいれい

しました。でも、その心
こころ

は神
かみ

さまから離
はな

れ、いつもイ

ライラしていたのです。これでは神
かみ

さまに仕
つか

える王様
おうさま

にはなれません。 

そんな時
とき

、神
かみ

さまは預言者
よげんしゃ

サムエルに、サウル王様
おうさま

に代
か

わって新
あたら

しい

王様
おうさま

を立
た

てるようお命
めい

じになりました。その言葉
こ と ば

が「彼
かれ

の容貌
ようぼう

や、背
せ

の高
たか

さを見
み

てはならない。わ

たしは彼
かれ

を退
しりぞ

けている。人
ひと

が見
み

るようには見
み

ないからだ。人
ひと

はうわ

べを見
み

るが、主
しゅ

は心を見
み

る。」でした。 

そして、少年
しょうねん

ダビデが新
あたら

しい王様
おうさま

として選
えら

ばれ、油
あぶら

注
そそ

がれたの

です。ダビデさんは敵
てき

と戦
たたか

う武器
ぶ き

を持
も

っていたわけではありません。

誰
だれ

も見
み

向
む

きもしない、野原
の は ら

で羊
ひつじ

の世話
せ わ

をする少年
しょうねん

でした。でも、神
かみ

さまを素直
す な お

に信
しん

じ、神
かみ

さまに信頼
しんらい

する心
こころ

をしっかりと持
も

っていたの

です。神
かみ

さまは、そのダビデさんの心
こころ

を見
み

ていてくださいました。そして、神
かみ

さまの御用
ご よ う

のために

用
もち

いてくださるのです。 

神
かみ

さまは、あなたと、あなたの心
こころ

を見
み

ていてくださいます。 
 

◆お祈り 

「神
かみ

さま、あなたは私
わたし

たちの心
こころ

を見
み

ておられます。私
わたし

たちが人
ひと

の目
め

や、人
ひと

の言葉
こ と ば

を恐
おそ

れない

で、いつも神
かみ

さまに信頼
しんらい

することが出来
で き

ますようにお導
みちび

きください。アーメン。」 

                           （南柏聖書教会牧師 菊池良一） 

しかし主
しゅ

はサムエルに仰
おお

せられた。「彼
かれ

の容貌
ようぼう

や、背
せ

の高
たか

さを見
み

てはならない。わたしは

彼
かれ

を退
しりぞ

けている。人
ひと

が見
み

るようには見
み

ないからだ。人
ひと

はうわべを見
み

るが、主
しゅ

は心
こころ

を見
み

る。」                          Ⅰサムエル記
き

１６章
しょう

７節
せつ

 



５月２６日     テーマ：「ダビデとゴリヤテ」 

聖書
せいしょ

個所
か し ょ

：Ⅰサムエル記
き

１７章
しょう

１節
せつ

～５８節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

昔
むかし

、ペリシテ人
じん

の中
なか

に最強
さいきょう

の戦士
せ ん し

と言
い

われる大男
おおおとこ

がいました。

皆
みな

さんの周
まわ

りにいる大人
お と な

より、ジャイアント馬場
ば ば

選手
せんしゅ

（209cm）より、

天井
てんじょう

よりも背
せ

の高
たか

い身長
しんちょう

290 センチの大男
おおおとこ

その名
な

はゴリヤテさん

です。筋肉
きんにく

ムッキムキでとても強
つよ

く、立派
り っ ぱ

な武具
ぶ ぐ

を身
み

に着
つ

け、大
おお

きな

槍
やり

も持
も

っていました。 

その最強
さいきょう

の戦士
せ ん し

と闘
たたか

うのはダビデさんという羊飼
ひつじか

いで年齢
ねんれい

もまだ若
わか

い少年
しょうねん

でした。彼
かれ

がゴリ

ヤテと闘
たたか

うために持
も

っているのは、いつも羊飼
ひつじか

いの仕事
し ご と

で使
つか

う杖
つえ

と石
いし

を投
な

げるための投石
とうせき

袋
ぶくろ

と滑
なめ

らかな石
いし

五
いつ

つだけでした。どう見
み

てもゴリヤテさんの方
ほう

が強
つよ

そうです。普通
ふ つ う

に考
かんが

えれば勝
か

つのは

ゴリヤテさんです。それでもダビデさんはゴリヤテさんを恐
おそ

れず、

「この戦
たたか

いは主
しゅ

の戦
たたか

いだ。」（47節
せつ

）と言
い

って、投石
とうせき

袋
ぶくろ

を振
ふ

り

回
まわ

し、石
いし

一
ひと

つでゴリヤテさんを倒
たお

しました。 

ダビデさんがゴリヤテさんに勝
か

てた理由
り ゆ う

は何
なん

でしょうか。ダビ

デさんは目
め

の前
まえ

のゴリヤテさんと戦
たたか

うのは自分
じ ぶ ん

ではない、どん

な人間
にんげん

よりも優
すぐ

れた神
かみ

さま、なんでもできる全能
ぜんのう

の神
かみ

さまが戦
たたか

ってくれると知
し

っていました。ダビデさんはこの戦
たたか

いだけでは

なくていつも神
かみ

さまがダビデさんを守
まも

り、救
すく

い、力
ちから

を与
あた

えてくださっていることを信
しん

じていまし

た。（37節）そして神
かみ

さまはいつもダビデさんに力
ちから

を与
あた

え、ダビデさんに大勝利
だいしょうり

を与
あた

えました。 

私
わたし

たちは自分
じ ぶ ん

には大
おお

きすぎてムリだと思
おも

うような問題
もんだい

や出来事
で き ご と

と戦
たたか

わないといけないことが

あります。もし自分
じ ぶ ん

にはムリだと思
おも

ったらそれは自分
じ ぶ ん

の戦
たたか

いになってしまっているのです。そん

な時
とき

は神
かみ

さまが助
たす

けてくれることを忘
わす

れてしまっているのでしょう。 

でも困
こま

った時
とき

、苦
くる

しい時
とき

、いや、どんな時
とき

も聖書
せいしょ

の本当
ほんとう

の神
かみ

さまを信
しん

じて進
すす

むことが大事
だ い じ

です！

神
かみ

さまが絶対
ぜったい

に皆さんに力
ちから

を与
あた

え守
まも

ってくださいます。全能
ぜんのう

の神
かみ

さまが私
わたし

たちといつも一緒
いっしょ

にい

てくださいます。このことを信
しん

じることができたら、もうあなたの戦
たたか

いじゃない、主
しゅ

の戦
たたか

いです！

もう勝
か

ったも同然
どうぜん

！神
かみ

さまがあなたを通
とお

してすごい働
はたら

きをしてくださいます！だからいつも神
かみ

さ

まを信
しん

じて恐
おそ

れず進
すす

んでいきましょう！どんな時
とき

も神
かみ

さまにお祈
いの

りして、いつも神
かみ

さまの御言葉
み こ と ば

か

ら力
ちから

をもらって歩
あゆ

んでいきましょう！ 

◆お祈り 

「神
かみ

さまの力
ちから

を信
しん

じて、私
わたし

たちの目
め

の前
まえ

にある物事
ものごと

に取
と

り組
く

んでいくことができますよう

に。」 

                           （麻布霞町教会牧師 後藤正樹） 

この全集団
ぜんしゅうだん

も、主
しゅ

が剣
つるぎ

や槍
やり

を使
つか

わずに救
すく

うことを知
し

るであろう。この戦
たたか

いは主
しゅ

の戦
たたか

いだ。主
しゅ

はおまえたちをわれわれの手
て

に渡
わた

される。    Ⅰサムエル記
き

１７章
しょう

４７節
せつ

                            



５月２７日 テーマ：「愛
あい

は人
ひと

を輝
かがや

かせる」 

聖書個所：Ⅰサムエル記
き

１８章
しょう

１節
せつ

～５節
せつ

 

◆今日のみことば

◆メッセージ

皆
みな

さんには、何人
なんにん

くらいの友
とも

だちがいるでしょうか。たとえ一人
ひ と り

であっても、苦
くる

しい時
とき

や悲
かな

しい

時
とき

に、いつも励
はげ

ましてくれるならば、それが本当
ほんとう

の友
とも

だちといえるでしょう。 

ダビデさんにはヨナタンさんという友
とも

だちがいました。ヨナタンさん

はイスラエルの国
くに

のサウル王
おう

の子
こ

ども、つまり、イスラエルの王子
お う じ

です。

ですから、次の王
おう

様
さま

になれるチャンスがヨナタンさんにはありました。 

ある時
とき

、ダビデさんがペリシテ人
じん

との戦
たたか

いにおいてゴリヤテさんを倒
たお

して大活躍
だいかつやく

をしました。そのことがサウル王
おう

の目
め

にとまりました。サウ

ル王
おう

はダビデさんのことを大変
たいへん

気
き

に入
い

り、自分
じ ぶ ん

の王
おう

宮
きゅう

にまで連
つ

れていき、

特別
とくべつ

にもてなしたのです。ヨナタンさんは、王
おう

様
さま

が自分
じ ぶ ん

よりもダビデさんをか

わいがっていることを悔
くや

しいとは思
おも

わず、むしろダビデさんを大切
たいせつ

な友
とも

だち

にしようと、友情
ゆうじょう

のしるしを交
か

わしました。さらに、自分
じ ぶ ん

の大切
たいせつ

な上着
う わ ぎ

や戦
たたか

いのための道具
ど う ぐ

を与
あた

え、ダビデさんに愛
あい

と友
ゆう

情
じょう

を示
しめ

したのです。 

ダビデさんはますます活躍
かつやく

して、サウル王
おう

から戦士
せ ん し

の長
ちょう

に任命
にんめい

され、まわりの人々
ひとびと

からも喜
よろこ

ば

れるようになっていきました。そしてついにダビデさんが王
おう

様
さま

になる時
とき

がきました。ヨナタンさん

は、イスラエルの王子
お う じ

である自分
じ ぶ ん

ではなくダビデさんが王
おう

になることがわかっても、ダビデさんへ

の愛
あい

と友
ゆう

情
じょう

を変
か

えることはありませんでした。自分
じ ぶ ん

が王
おう

様
さま

にならなくても、友
とも

だちであるダビデ

さんが王
おう

様
さま

になること、それがヨナタンさんの喜
よろこ

びだったのです。ヨナタンさんの愛
あい

と友
ゆう

情
じょう

があ

ってダビデさんは困難
こんなん

を乗
の

り越
こ

えて、輝
かがや

かしいイスラエル王
おう

様
さま

になれたのです。 

私
わたし

たちにはイエスさまという素晴
す ば

らしい友
とも

だちがいます。イエスさ

まは神
かみ

さまの子
こ

どもですが、私
わたし

たちを輝
かがや

かせるために、十字架
じゅうじか

にかか

り苦
くる

しみを受
う

け、命
いのち

がけで愛
あい

してくださいました。ですから、今度
こ ん ど

は、

私
わたし

たちが友
とも

だちを大切
たいせつ

にし、その人
ひと

を愛
あい

し輝
かがや

かせる歩
あゆ

みをしていきま

しょう。 

◆お祈り

「神
かみ

さまの力
ちから

を信
しん

じて、私
わたし

たちの目
め

の前
まえ

にある物事
ものごと

に取
と

り組
く

んでいくことができますように。」 

（平和台恵教会牧師 奥山信） 

ヨナタンは、自分
じ ぶ ん

と同
おな

じほどにダビデを愛
あい

したので、ダビデと契約
けいやく

を結
むす

んだ。 

Ⅰサムエル記
き

１８章
しょう

３節
せつ

      



５月２８日     テーマ：「ダビデとサウル王
おう

」 

聖書
せいしょ

個所
か し ょ

：Ⅰサムエル記
き

２４章
しょう

１節
せつ

～２２節
せつ

 

◆今日
き ょ う

のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

今日
き ょ う

は、神
かみ

さまと共
とも

に歩
あゆ

んだダビデさんのお話
はなし

です。 

幼
おさな

いころから神
かみ

さまを信
しん

じるダビデさんは、どんなことでも祈
いの

り、神
かみ

さまと共
とも

に歩
あゆ

む正
ただ

しい人
ひと

です。そして、神
かみ

さまが選
えら

んだサウル王
おう

に忠実
ちゅうじつ

に従
したが

っていました。初
はじ

めはサウル王
おう

もダビデさん

も、神
かみ

さまを信
しん

じていました。そして、一緒
いっしょ

にイスラエルの国
くに

のために力
ちから

を合
あ

わせて働
はたら

いていま

した。ところが、サウル王
おう

の心
こころ

が、神
かみ

さまから離
はな

れていくと、正
ただ

しい判断
はんだん

ができなくなっていきま

した。神
かみ

さまに従
したが

うよりも、自分
じ ぶ ん

が一番
いちばん

偉
えら

いと思
おも

う王
おう

になっていましたから。自分
じ ぶ ん

よりもダビデ

さんの方
ほう

が戦
たたか

う力
ちから

が強
つよ

くなり、人々
ひとびと

からも愛
あい

されるようになった

時
とき

、ダビデさんをねたみ、悪
わる

い力
ちから

が働
はたら

いて何度
な ん ど

も何度
な ん ど

も殺
ころ

そうと

しました。 

でも、ダビデさんは違
ちが

っていました。今日
き ょ う

の聖書
せいしょ

を読
よ

むとダビデ

さんがサウル王
おう

を殺
ころ

せるチャンスがあったにも関
かか

わらず、神
かみ

さまが

選
えら

んだ王
おう

に対
たい

して決
けっ

して悪
わる

いことはしませんでした。なぜなら悪
わる

を

行
おこな

う者
もの

への神
かみ

さまのさばきを恐
おそ

れていたからです。しかしサウル王
おう

の憎
にく

しみは強
つよ

く、どうしても

ダビデさんを殺
ころ

さなければならないと思
おも

っていたのです。そこでダビデさんは「どうか主
しゅ

が、さば

き人
びと

となり、私
わたし

とあなたの間
あいだ

をさばき、私
わたし

の訴
うった

えを取
と

り上
あ

げて、これを弁護
べ ん ご

し、正
ただ

しいさばき

であなたの手
て

から私
わたし

を救
すく

ってくださいますように。」と、サウル王
おう

に語
かた

りました。 

なぜダビデさんが、さばきを主
しゅ

に頼
たの

んだのでしょうか。ダビデさんは神
かみ

さまだけが、すべてのこ

とも、すべての人
ひと

の心
こころ

も知
し

っておられ、正
ただ

しいさばきをされる方
かた

だと信
しん

じていたからです。なん

とダビデさんが語
かた

り終
お

えたとき、神
かみ

さまがサウル王
おう

の真実
しんじつ

を見
み

る目
め

を、開
ひら

かれました。そしてダビデさんとの仲直
なかなお

りに導
みちび

かれました。 

 今日
き ょ う

のお話
はなし

から、神
かみ

さまはどんな状 況
じょうきょう

の中
なか

であっても、神
かみ

さま

として働
はたら

かれるお方
かた

であること。また、神
かみ

さまを信
しん

じる者
もの

の幸
さいわ

い

と神
かみ

さまから離
はな

れた者
もの

が罪
つみ

に陥
おちい

ってしまうことの、大
おお

きな違
ちが

いもわ

かりました。私
わたし

たちもダビデさんのように神
かみ

さまと共
とも

に生
い

きる者
もの

と

していただきましょう。 

◆お祈
いの

り 

「どんなときでも、神
かみ

さまから目
め

をはなさず、従
したが

うことができますように。」 

                           （世田谷中央教会牧師 安藤啓子） 

どうか主
しゅ

が、さばき人
びと

となり、私
わたし

とあなたの間
あいだ

をさばき、私
わたし

の訴
うった

えを取
と

り上
あ

げて、

これを弁護
べ ん ご

し、正
ただ

しいさばきであなたの手
て

から私
わたし

を救
すく

ってくださいますように。 

Ⅰサムエル記
き

２４章
しょう

１５節
せつ

                            



５月２９日     テーマ：「ソロモンの願
ねが

い」 

聖書個所：Ⅰ列
れつ

王記
お う き

３章
しょう

３節
せつ

～１５節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

皆
みな

さんは、何
なに

か欲
ほ

しいものがあるなら言
い

ってごらんなさいと言
い

われたら、何
なに

と答
こた

えますか。「ゲ

ーム、お金
かね

、自転車
じてんしゃ

」などいろいろなお願
ねが

いごとがでてきそうですね。 

今
いま

から約
やく

３千年前
ぜんねんまえ

に、イスラエルという国
くに

にソロモンという王様
おうさま

がいました。ソロモン王様
おうさま

はあ

の有名
ゆうめい

なダビデ王様
おうさま

の子
こ

どもでした。ある日
ひ

、神
かみ

さまはソロモン王様
おうさま

に「何
なに

か欲
ほ

しいものがあるな

ら、それをあげよう」と言
い

われました。ソロモン王様
おうさま

は、ダビデ王様
おうさま

というりっぱなお父
とう

さんがい

ましたのでうれしいこともたくさんありました。しかし、ソロモン

王様
おうさま

はこの国
くに

の人
ひと

たちがあまりにもおおぜいて、次
つぎ

から次
つぎ

へと難
むずか

し

いことがおきて相談
そうだん

されるので、どうして良
よ

いかとても困
こま

っていま

した。そこでソロモン王様
おうさま

は神
かみ

さまに「このおおぜいの国
くに

の人
ひと

々に、

どちらが正
ただ

しくどちらが間違
ま ち が

っているかをきちんと教
おし

えてあげられ

るように知恵
ち え

を与
あた

えてください」とお願
ねが

いしました。 

神
かみ

さまはソロモン王様
おうさま

のこの願
ねが

いをとても喜
よろこ

ばれました。それは自分
じ ぶ ん

のために

もっとお金
かね

が欲
ほ

しいとか、もっと偉
えら

くなりたいとか願
ねが

わずに、国
くに

の人
ひと

々
びと

のために

知恵
ち え

をくださいと願
ねが

ったからです。そこで神
かみ

さまはソロモン王様
おうさま

の願
ねが

いをかなえ

てくださいました。いえ、願
ねが

った以上
いじょう

のことをしてくださいました。 

みなさんも「あれが欲
ほ

しい、こうなったらいいな」という願
ねが

いごとがたくさん

あると思
おも

います。しかしそのことよりも、神さまのみこころに従うために必要な

ことを願ってみませんか。みなさんの近
ちか

くで何
なに

かこまったことや難
むずか

しいことが起
お

きたときに「神
かみ

さま、どうしたら一番
いちばん

よいか教
おし

えてください」と、お祈
いの

りしましょう。神
かみ

さまが願
ねが

った以上
いじょう

のこと

をしてくださいます。 

 

◆お祈り 

「困
こま

ったことが起
お

きたとき どうしたら一番
いちばん

良
よ

いのか 分
わ

かるようにしてください。」 

                            

（大井教会伝道師 筒井光恵） 

見
み

よ。わたしはあなたに知恵
ち え

の心
こころ

と判断
はんだん

する心
こころ

を与
あた

える。 

Ⅰ列
れつ

王記
お う き

３章
しょう

１２節
せつ

                            



５月３０日     テーマ：「預言者
よげんしゃ

エリヤ」 

聖書個所：Ⅰ列
れつ

王記
お う き

１７章
しょう

１節
せつ

～１６節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

イスラエルの王
おう

アハブは、真
まこと

の神
かみ

さまを拝
おが

まないで、偶像
ぐうぞう

バアルを拝
おが

み、仕
つか

えました。神
かみ

さま

は、ご自分
じ ぶ ん

のしもべエリヤさんを遣
つか

わし、神
かみ

に帰
かえ

るように諭
さと

されました。 

そして、「ここ二
に

、三
さん

年
ねん

の間
あいだ

は露
つゆ

も雨
あめ

も降
ふ

らないであ

ろう」と悔
く

い改
あらた

めるように求
もと

められました。事実
じ じ つ

、そ

の通
とお

りそれから三
さん

年
ねん

間
かん

は、露
つゆ

も雨
あめ

も降
ふ

りませんでした。

イスラエルの国
くに

全体
ぜんたい

が、飢饉
き き ん

になりました。水
みず

も食
た

べ物
もの

も無
な

くなってきました。勿論
もちろん

、神
かみ

のしもべエリヤさんも

例外
れいがい

ではありませんでした。けれど、神
かみ

に仕
つか

え、神
かみ

を愛
あい

する人々
ひとびと

には、神
かみ

さまは、特別
とくべつ

な方法
ほうほう

で養
やしな

ってくださ

り、水
みず

も食
た

べ物
もの

も準備
じゅんび

してくださいました。どんな方法
ほうほう

でしょうか。 

 第一
だいいち

は、「神
かみ

さまの御言葉
み こ と ば

」によってです。神
かみ

さまは「…へ行
い

きなさい」と言
い

われました(17：

3、8、14)。エリヤさんはその通
とお

りにして、三
さん

年
ねん

間
かん

水
みず

や食
た

べ物
もの

に困
こま

りませんでした。第二
だ い に

は、奇蹟
き せ き

に

よってです。神
かみ

さまの約束
やくそく

でした。神
かみ

さまは、「烏(カラス)」と「一
ひと

握
にぎ

りの粉
こな

と少
すこ

しの油
あぶら

を持
も

って

いた貧
まず

しくても、信仰
しんこう

に満
み

ちた親子
お や こ

」によって、エリヤさんを養
やしな

ってくださいました。 

 その結果
け っ か

、エリヤさんだけでなく、最後
さ い ご

に残
のこ

った粉
こな

と油
あぶら

で一口
ひとくち

のパンを

食
た

べて死
し

のうとしていた親子
お や こ

も救
すく

ってくださいました。一人
ひ と り

の人
ひと

の信仰
しんこう

は、

このように助
たす

けを必要
ひつよう

としている人
ひと

にも及
およ

ぶのです。神
かみ

さまのみことばに従
したが

い、神
かみ

さまの約束
やくそく

のうちにある私たちも、神
かみ

さまの祝福
しゅくふく

を持
も

ち運
はこ

ぶ人
ひと

になれ

ます。 

 

◆お祈り 

「神
かみ

さまを愛
あい

し信
しん

じて、神
かみ

さまを必要
ひつよう

としている人々
ひとびと

に、祝福
しゅくふく

を持
も

ち運
はこ

ぶことが出来
で き

ますよう

に。」 

                            

（白井聖書教会牧師 寺田由弘） 

エリヤを通
とお

して言
い

われた主
しゅ

のことばのとおり、かめの粉
こな

は尽
つ

きず、つぼの油
あぶら

はなくなら

なかった。Ⅰ列
れつ

王記
お う き

１７章
しょう

１６節
せつ

                            



５月３１日     テーマ：「主
しゅ

の使
つか

いのパンと水
みず

」 

聖書個所：Ⅰ列
れつ

王記
お う き

１９章
しょう

１節
せつ

～８節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

預言者
よげんしゃ

エリヤさんは、逃
に

げ出
だ

しました。なぜなら、王妃
お う ひ

イゼベルが

エリヤさんの命
いのち

を狙
ねら

っていることがわかったからです。いつもなら、

神
かみ

さまの力
ちから

によってエリヤさんは平気
へ い き

でしたが、この時
とき

は、からだも

心
こころ

も疲
つか

れはてていました。エリヤさんは南
みなみ

へ南
みなみ

へと逃
に

げ、木
き

も草
くさ

も

ほとんどない荒野
あ ら の

という場所
ば し ょ

に来
き

ました。エリヤさんは、一本
いっぽん

の大
おお

き

な、えにしだの草
くさ

（小
ちい

さな木
き

のようにまでなる）が生
は

えているのを見
み

つけ、その草
くさ

の陰
かげ

にからだを

横
よこ

たえました。疲
つか

れていたエリヤさんは寝
ね

てしまいました。

どのくらいたったでしょうか。誰
だれ

かにからだをさわられ、

起
お

こされました。なんとそれは、神
かみ

さまからつかわされた

天使
て ん し

でした。どんな姿
すがた

で現
あらわ

れたのでしょうね。考
かんが

えてみ

てください。その天使
て ん し

は、エリヤさんに「起
お

きて、食
た

べなさ

い。」と言
い

いました。そこには、おいしく焼
や

けたお菓子
か し

のよ

うなパン一
ひと

つと水
みず

が入
はい

った壺
つぼ

（入
い

れ物
もの

）がありました。何
なに

も

食
た

べていなかったエリヤさんは、そのパンをとてもおいし

く食
た

べました。暑
あつ

い日
ひ

照
で

りの中
なか

での水
みず

はとてもとてもおいしいものでした。食
た

べ終
お

わると、エリヤ

さんはまた寝
ね

てしまいました。しばらくするとまた天使
て ん し

があらわれ、エリヤさんを起
お

こしました。

同
おな

じように、パンと水
みず

をくださいました。エリヤさんは、すっかり元気
げ ん き

を取
と

り戻
もど

し、力
ちから

づけられま

した。きっと、神
かみ

さまがいつも一緒
いっしょ

にいてくださることを思
おも

い出
だ

したのでしょう。エリヤさんは、

長
なが

い長
なが

い旅
たび

をして、ついに神
かみ

の山
やま

ホレブに来
き

ました。 

 神
かみ

さまは、エリヤさんのからだも心
こころ

の中
なか

も、全部
ぜ ん ぶ

を知
し

っておられ、やさしく助
たす

けてください

ました。また、さまざまな怖
こわ

いことからも守
まも

ってくださいました。神
かみ

さまはとてもやさしいお方
かた

で

す。神
かみ

さまに、お従
したが

いしている人
ひと

を必
かなら

ず守
まも

ってくださいます。 
 

◆お祈り 

「エリヤさんをやさしく守
まも

ってくださった神
かみ

さま。どんなときでも、見
み

守
まも

っていてくださり、

ありがとうございます。とても元気
げ ん き

が出
だ

ます。」 

（松戸福音教会牧師 斎藤成美） 

そこで、彼
かれ

は起
お

きて、食
た

べ、そして飲
の

み、この食
た

べ物
もの

に力
ちから

を得
え

て、四十日
よんじゅうにち

四十夜
よんじゅうや

、歩
ある

いて神
かみ

の山
やま

ホレブに着
つ

いた。Ⅰ列
れつ

王記
お う き

１９章
しょう

８節
せつ
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